
高松宮記念杯争奪

第 30 回全日本銃剣道選手権大会

上位入賞選手上位入賞選手



　令和４年度全日本少年少女武道錬成大
会が、７月 17 日の合気道を皮切りに、弓
道（18日）、剣道（23・24 日）、空手道（30
日）、柔道（31 日）、銃剣道（８月３日）、
少林寺拳法（６日）、なぎなた（７日）の
計８種目９日間、全国からおよそ 6000 名
の参加を得て開催された。
　東京五輪の柔道・空手競技などの開催
で日本武道館が使用できず、３年ぶりの
開催。大会当日は多くの種目で入れ替え
制を実施するなど、コロナ対策を徹底し
ての開催となった。
　酷暑の中、参加者たちは日頃の修錬の
成果を存分に披露し、仲間とともに基本、
試合、演武に汗を流した。
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大会名誉会長挨拶
植芝守央

合気会理事長

大会会長挨拶
山谷えり子

日本武道館常任理事

模範演武（植芝充央合気道本部道場長）

ちかいのことば　合気道奧州道場
　　　金田葉月（中学 3 年・右）、高橋璃空（中学 1 年）

７月 17日
108 団体・1255 名参加
（うち11団体・141名欠席）

　大会は、参加者を３班に分けて、時
間をずらして行った。開会式では、最
初の班の参加者を前に、山谷えり子日
本武道館常任理事と植芝守央合気会理
事長が挨拶した。錬成は班ごとに同じ
内容を実施し、稽古錬成は本部道場指
導部師範が座技正面打ち一教・立技正
面打ち入身投げ・立技正面打ち小手返
しなどを指導。続いて各団体による演
武錬成、最後は植芝充央本部道場長が
模範演武を行って各班の錬成を締めく
くった。演武錬成では、２分という限
られた時間の中で、子どもたちは日頃
の稽古の成果を披露した。

合 気 道合 気 道



大会名誉会長挨拶
増田規一郎

全日本弓道連盟会長

大会会長挨拶
塩谷　立

日本武道館常任理事

特別演武
（左から鹿野伸一教士七段、齋藤往子教士七段）

ちかいのことば　
鎌田祥徳（埼玉県・星野学園中学校弓道部 3 年）

７月 18日
75 団体・754 名参加
（うち６団体・66名欠席）

　大会は例年と変わらない内容で行わ
れ、開会式では、塩

しおのやりゅう

谷立日本武道館常
任理事と増田規一郎全日本弓道連盟会
長が挨拶。基本錬成に移り、準備体操
に続いて、礒部孝教士七段の指導の
下、参加者は大道場いっぱいに広がっ
て徒

と

手
しゅ

八
はっ

節
せつ

を行った。全日本選手権者
男女４名による特別演武を見取り稽古
し、続く試合錬成では、予選 (男女と
も 1チーム 3名で各４射の計 12射 )
を行い、6中以上のチームが予選を通
過し、決勝は的中数により競われた。
試合が進むにつれて場内は熱気を帯
び、観客席からも歓声があがった。

弓 道弓 道



大会名誉会長挨拶
（23・24 日）網代忠宏

全日本剣道連盟会長

大会会長挨拶（23 日）
臼井日出男

日本武道館理事長

講話　松﨑賢士郎 氏

大会会長挨拶（24 日）
江渡聡徳

日本武道館常任理事

７月 23・24 日
331 団体・1966 名参加
（うち91団体・494名欠席）

　各日２部制で開催。1部の開会式で
は、23 日は臼井日出男日本武道館理
事長と網代忠宏全日本剣道連盟会長
が、24 日は江渡聡徳日本武道館常任
理事と網代会長が挨拶した。次に第
68 回全日本選手権者の松﨑賢士郎氏
による講話が行われ、松﨑氏は自身の
経験から得た剣道の考えやあり方を子
どもたちに伝えた。続いて香田郡秀範
士八段が指揮・解説し、筑波大学剣道
部による模範稽古が行われた。最後は
松﨑氏の指揮の下、模範稽古に準じた
基本稽古が行われ、参加者は限られた
時間の中で精いっぱいに汗を流した。

剣 道剣 道
模範稽古：筑波大学剣道部



大会名誉会長挨拶
笹川　堯

全日本空手道連盟会長

大会会長挨拶
森　英介

日本武道館常任理事

模範演武・埼玉栄高校空手道部　団体形「アーナン」
（左から）井上晴喜、中澤昇龍、小林龍生

ちかいのことば（第２部）
和田柚瑠（東京都・蒼鷹会空手道教室）

７月 30日
113 団体・1063 名参加
（うち18団体・204名欠席）

　開会式（第１部）では、森英介日本
武道館常任理事、笹川堯全日本空手道
連盟会長が挨拶。模範演武では埼玉栄
高校空手道部による団体形が披露され
た。続く基本錬成では基本の突き、蹴
りを精いっぱい行った。試合錬成は一
チーム３人制の団体形を小学生３部
門、中学生２部門の計５部門で実施
し、各ブロック上位８チームが決勝ト
ーナメントに進み組手を行った。参加
者たちは一つ一つの競技に真剣に向き
合い、持てる力を出し切った。

空 手 道空 手 道
ちかいのことば（第１部）

伊藤涼空（栃木県・清原空手道スポーツクラブ）



大会名誉会長挨拶
野瀬清喜

全日本柔道連盟副会長

大会会長挨拶
高村正彦

日本武道館会長

模範演武で洗練された内股を見せる
内村秀資選手（上）

ちかいのことば・午前の部
柴田麻帆（愛知県・羽田野道場）

講話
池田ひとみ　氏

７月 31日
75 団体・529 名参加
（うち27団体・182名欠席）

　午前・午後の２部制で開催した。午
前の部で行われた開会式では、高村正
彦日本武道館会長と野瀬清喜全日本柔
道連盟副会長が挨拶。基本錬成に移
り、日本スポーツ協会の吉田繁敬氏に
よる準備運動・実践運動が行われ、同
協会のアクティブ・チャイルド・プロ
グラムに沿った運動遊びで参加者は楽
しく汗を流した。続いて全柔連強化委
員会女子コーチの池田ひとみ氏による
講話、全柔連強化選手による模範演
武・技の解説と実技指導が行われた。
実技指導では参加者は大道場いっぱい
に広がり互いに技を掛け合った。

柔 道柔 道

ちかいのことば・午後の部
金子千暁（石川県・犀川柔道教室）



特別演武
小倉弘之教士七段（右）と竹内巨樹錬士六段

大会名誉会長挨拶
番匠幸一郎

全日本銃剣道連盟会長

大会会長挨拶
臼井日出男

日本武道館理事長

ちかいのことば
谷　武蔵（北海道・名寄ピヤシリ銃剣道スポーツ少年団）

　開会式では臼井日出男日本武道館理
事長と番匠幸一郎全日本銃剣道連盟会
長が挨拶を行った。
　開会式後の特別演武では、「銃剣道
基本・応用技」が披露された。続いて
合同錬成が行われ、佐藤亨範士八段の
号令のもと、子どもたちは元気に銃剣
道、短剣道の基本動作を行った。
　試合錬成では、銃剣道と短剣道の個
人戦ならびに銃剣道の団体戦が行われ
た。選手たちは日頃の稽古の成果を発
揮し、熱戦を繰り広げた。

銃 剣 道銃 剣 道
８月３日
36団体・169 名参加
（うち６団体・31名欠席）



大会名誉会長挨拶
宗　昂馬

少林寺拳法連盟会長

鎮魂行主座
川島佑斗（正拳士五段）

来賓祝辞
角田喜彦

スポーツ庁次長

　本年は「力
りき

愛
あい

不
ふ

二
に

〜自分を信じて
〜」を大会テーマに開催。開会式では、
高村正彦日本武道館会長と宗昂馬少林
寺拳法連盟会長が挨拶を述べた。また
角田喜彦スポーツ庁次長が祝辞を述べ
た。
　開会式終了後の基本錬成では、川島
佑斗正拳士五段の指導のもと、拳士た
ちは突き、蹴り、受け、そして天地拳
第一系、龍王拳第一系を行った。
　演武錬成では段、級、学年ごとに組
演武、単独演武、団体演武を行った。
子どもたちは真剣な眼

まな

差
ざ

しで精いっぱ
い技を繰り出した。

少林寺拳法少林寺拳法
大会会長挨拶

高村正彦
日本武道館会長

８月６日
146 団体・829 名参加
（うち27団体・188名欠席）



大会名誉会長挨拶
佐藤浩市

全日本なぎなた連盟会長

大会会長挨拶
山谷えり子

日本武道館常任理事
ちかいのことば

末松奈々（さくら弥富なぎなたクラブ・中学２年）

　開会式では、山谷えり子日本武道館常
任理事と佐藤浩市全日本なぎなた連盟会

長が挨拶した。

　続く基本錬成では、参加者が大道場全

体に広がり、指導者の号令に合わせ、素

振りと体捌
さば

きを行った。競技では、学年

ごとの演技競技（小・中学生各４部門）

と試合競技（小・中学生合計 10 部門）

を実施した。参加者たちは精いっぱいの

力を出し切り、最後は互いの健闘を称
たた

え

つつ、３年ぶりに開催された少年少女武

道錬成大会最終日を締め括
くく

った。

なぎなたなぎなた
８月７日
112 団体・744 名参加
（うち11団体・53名欠席）



1841842022．9　月刊「武道」2022．9　月刊「武道」

ニュース　全日本銃剣道選手権大会
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藤原考貴藤原考貴（栃木）（栃木）がが
５年ぶり２度目の優勝５年ぶり２度目の優勝

　

銃
剣
道
の
日
本
一
を
決
め
る
高
松
宮
記
念
杯
争
奪
第
30
回
全
日
本
銃
剣
道
選
手
権
大
会

（
主
催
＝
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
）
が
８
月
５
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
決
勝
で
藤
原

考
貴
（
栃
木
）
が
佐
藤
岳
（
静
岡
）
を
上
胴
で
破
り
、
史
上
３
人
目
と
な
る
２
回
目
の
優
勝

を
果
た
し
た
。

　

大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
第
28
・
29
回
大
会
が
中
止
と
な
り
、
今
回
は
３
年
ぶ
り
の

開
催
。
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
58
名
の
う
ち
４
名
が
欠
場
し
た
た
め
、
各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
52
名
に
第
27
回
大
会
の
入
賞
者
２
名
を
加
え
た
計
54
名
で
覇
を
争
っ
た
。
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第
１
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
初
出
場
の
平
田

悠
朗
（
大
阪
）
が
３
回
戦
で
同
じ
く
初
出

場
の
竹
井
広
次
（
宮
崎
）
と
対
決
。
試
合

は
平
田
が
上
胴
を
決
め
、
残
り
時
間
を
守

り
切
っ
て
勝
利
。
優
勝
大
会
で
上
位
入
賞

を
果
た
し
て
い
る
岩
永
健
太
（
長
崎
）
は

２
回
戦
で
第
26
回
大
会
の
覇
者
、
菅
野
学

（
福
島
）
に
対
し
上
胴
を
決
め
て
勝
利
す

る
と
、
続
く
３
回
戦
で
も
２
本
勝
を
収
め

て
準
々
決
勝
へ
。

　

第
２
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
藤
原
考
貴
が
シ

ー
ド
に
よ
り
２
回
戦
か
ら
登
場
。
２
・
３

回
戦
と
も
に
２
本
勝
と
安
定
し
た
力
で
駒

を
進
め
た
。
菅
野
純
一
（
香
川
）
は
３
回

戦
で
前
回
大
会
３
位
の
仁
尾
正
樹
（
東

京
）
と
対
決
。
延
長
の
末
、
菅
野
が
コ
テ

を
決
め
て
勝
利
し
、準
々
決
勝
へ
進
ん
だ
。

　

第
３
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
本
大
会
最
年
長

48
歳
の
長
谷
川
英
昭
（
茨
城
）
が
１
・
２

回
戦
を
２
本
勝
、
３
回
戦
で
は
上
胴
を
決

め
て
準
々
決
勝
へ
駒
を
進
め
た
。

　

４
月
の
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会
の
防

衛
省
第
１
部
で
チ
ー
ム
優
勝
に
貢
献
し
た

佐
藤
岳
（
静
岡
）
は
１
回
戦
は
シ
ー
ド
、

２
回
戦
で
は
２
本
勝
、
３
回
戦
で
は
上
胴

で
勝
利
し
た
。

　

第
４
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
初
出
場
の
池
田

侑
弥
が
３
回
戦
で
藤
村
太
郎
（
神
奈
川
）

を
上
胴
の
一
本
勝
で
降く
だ

し
た
。
選
手
権
大

会
で
上
位
入
賞
を
果
た
し
た
経
験
の
あ
る

松
野
和
樹
（
石
川
）
は
３
回
戦
で
前
回
大

会
の
王
者
・
薗
田
泰
之
（
長
崎
）
と
対
戦
。

薗
田
が
上
胴
で
先
取
す
る
も
松
野
が
ノ
ド

を
決
め
て
五
分
に
。
そ
し
て
開
始
か
ら
１

分
44
秒
、
松
野
が
薗
田
に
再
び
ノ
ド
を
決

め
て
、
準
決
勝
へ
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

岩
永
健
太　
　

下
｜　
　

平
田
悠
朗

　

開
始
か
ら
両
者
一
歩
も
引
か
な
い
展

開
。
そ
し
て
開
始
１
分
50
秒
、
岩
永
が
仕

掛
け
る
。
接
近
し
た
状
態
か
ら
間
合
い
を

と
っ
た
次
の
瞬
間
、
素
早
く
下
胴
に
飛
び

込
ん
で
一
本
を
先
取
。
何
と
か
取
り
返
し

た
い
平
田
は
前
に
出
る
も
岩
永
が
上う

手ま

く

捌さ
ば

き
、
そ
の
ま
ま
試
合
終
了
。
岩
永
が
準

決
勝
へ
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

藤
原
考
貴　
　

上
｜　
　

菅
野
純
一

　

タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
な
か
な
か
攻
め

き
れ
な
い
両
者
。
本
戦
終
盤
に
藤
原
が
上

胴
に
飛
び
込
む
も
、
菅
野
が
躱か
わ

し
て
一
本

に
な
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
延
長
へ
。

　

試
合
が
動
い
た
の
は
開
始
７
分
25
秒
過

ぎ
。
藤
原
が
基
本
の
間
合
い
（
一
歩
前
に

踏
み
出
す
と
相
手
に
木
銃
が
届
く
距
離
）

か
ら
上
胴
を
突
い
て
一
本
。
藤
原
が
準
決

勝
へ
駒
を
進
め
た
。

３回戦で２本目の上胴を決める藤原（左）

準々決勝①＝岩永（左）が下胴を決める

準々決勝②＝藤原（左）が上胴を突く

　

１
〜
３
回
戦

　

１
〜
３
回
戦

　

準
々
決
勝

　

準
々
決
勝

　

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ

た
。
１
試
合
５
分
（
３
本
勝
負
）
で
、
時

間
内
に
決
着
し
な
い
場
合
は
時
間
無
制
限

の
延
長
戦
で
勝
敗
を
争
っ
た
。
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佐
藤
岳　

下
ノ
｜　
　

長
谷
川
英
昭

　

隙
を
見
て
攻
撃
を
仕
掛
け
る
佐
藤
と
上

手
く
剣
を
捌
き
冷
静
な
試
合
運
び
を
す
る

長
谷
川
。
開
始
３
分
50
秒
過
ぎ
、
佐
藤
が

前
に
出
る
と
長
谷
川
は
こ
れ
を
防
ご
う
と

木
銃
を
上
げ
る
。
佐
藤
は
そ
の
隙
を
狙
っ

て
下
胴
を
突
き
、
一
本
を
先
取
。
長
谷
川

も
猛
攻
に
出
る
が
、
佐
藤
は
こ
れ
を
上
手

く
捌
く
。
そ
し
て
４
分
24
秒
、
近
間
か
ら

佐
藤
が
力
強
い
掛
け
声
と
と
も
に
ノ
ド
を

突
い
て
２
本
目
を
奪
い
、
準
決
勝
へ
勝
ち

進
ん
だ
。

　

池
田
侑
弥　
　

上
｜　
　

松
野
和
樹

　

木
銃
を
上
下
に
動
か
し
隙
を
狙
っ
て
攻

撃
す
る
松
野
と
、
冷
静
に
動
き
を
見
極
め

よ
う
と
す
る
池
田
。
両
者
、
有
効
打
突
は

見
ら
れ
ず
試
合
終
盤
へ
。

　

４
分
30
秒
、
池
田
が
一
気
に
上
胴
を
突

き
、
旗
が
３
本
上
が
る
。
そ
の
ま
ま
試
合

終
了
の
合
図
が
鳴
り
、
池
田
が
準
決
勝
進

出
を
決
め
た
。

準々決勝③＝佐藤（左）が２本目となるノドを決める

準々決勝④＝池田（左）が上胴を決めて松野を降す

　

ベ
ス
ト
８
進
出
者
の
声

　

ベ
ス
ト
８
進
出
者
の
声

▽
平
田
悠
朗
選
手
（
大
阪
）

「
初
出
場
で
こ
こ
ま
で
勝
ち
上
が
っ

た
こ
と
は
と
て
も
嬉う
れ

し
い
で
す
。
１

試
合
目
か
ら
自
分
の
力
を
出
し
き
れ

た
と
思
い
ま
す
。悔
い
は
な
い
で
す
。

　

次
回
は
上
位
入
賞
し
て
メ
ダ
ル
が

も
ら
え
る
よ
う
に
一
生
懸
命
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
菅
野
純
一
選
手
（
香
川
）

「
こ
の
大
会
を
現
役
最
後
の
大
会
に

し
よ
う
と
思
っ
て
挑
み
ま
し
た
。
も

う
少
し
上
に
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
残
念
で
す
。

　

大
会
に
向
け
て
、
コ
ロ
ナ
対
策
を

し
っ
か
り
取
り
な
が
ら
練
習
が
で
き

て
い
ま
し
た
。
他
の
部
隊
か
ら
も
応

援
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
期
待
に
応

え
た
か
っ
た
で
す
。

　

今
後
は
面
を
取
っ
て
後
輩
の
育
成

を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」

▽
長
谷
川
英
昭
選
手
（
茨
城
）

「
今
大
会
の
最
年
長
出
場
に
な
る
の

で
、
自
分
な
り
に
で
き
た
の
か
な
と

思
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち
に
負
け
な

い
よ
う
に
気
合
い
を
入
れ
て
試
合
に

挑
み
ま
し
た
。
こ
の
年
齢
だ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ベ
ス
ト
８
と
い
う

結
果
を
残
せ
て
満
足
で
す
。

　

可
能
で
あ
れ
ば
本
大
会
の
最
年
長

記
録
の
更
新
ま
で
い
け
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
ま
た
出
場
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
」

▽
松
野
和
樹
選
手
（
石
川
）

「（
結
果
に
つ
い
て
は
）
た
だ
た
だ

悔
し
い
で
す
。
こ
の
大
会
に
向
け

て
仲
間
も
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
た
の
で
今
日
ま
で
練
習
を
し
っ

か
り
積
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
は
一
か
ら
見
直
し
て
仲
間
と

一
緒
に
練
習
し
、
ま
た
一
段
と
強
く

な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
」
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藤
原
考
貴　
　

上
｜　
　

岩
永
健
太

　

序
盤
に
、
前
に
出
た
岩
永
は
、
鋭
い
突

き
を
何
度
も
繰
り
出
し
藤
原
を
牽け
ん

制せ
い

す

る
。
藤
原
も
そ
の
攻
撃
を
力
強
く
封
じ
、

一
本
を
取
ら
せ
な
い
。
中
盤
に
差
し
掛
か

る
と
藤
原
が
徐
々
に
手
数
を
増
や
す
。
し

か
し
、
岩
永
も
こ
れ
を
適
切
に
捌
い
て
有

効
打
突
を
与
え
な
い
。

　

終
盤
に
差
し
掛
か
っ
た
４
分
10
秒
過

ぎ
、
藤
原
が
フ
ェ
イ
ン
ト
を
か
け
つ
つ
ジ

リ
ジ
リ
と
岩
永
に
詰
め
寄
っ
た
次
の
瞬

間
、
岩
永
の
手
元
が
緩
ん
だ
隙
に
素
早
く

上
胴
を
決
め
て
一
本
。
そ
の
ま
ま
試
合
は

終
了
と
な
り
、
藤
原
が
３
年
ぶ
り
の
決
勝

へ
。

　

佐
藤
岳　

上
上
｜
下　
　

池
田
侑
弥

　
「
は
じ
め
」
の
合
図
直
後
、
佐
藤
が
鋭

く
上
胴
を
突
き
先
取
。
し
か
し
そ
の
後
、

池
田
も
負
け
じ
と
攻
め
立
て
、
佐
藤
の
手

元
が
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
下
胴
を
決
め
、

勝
負
は
五
分
に
戻
る
。

　

開
始
１
分
30
秒
過
ぎ
に
は
激
し
い
打
突

の
攻
防
と
な
る
も
両
者
一
本
を
奪
え
な

い
。
試
合
が
決
着
し
た
の
は
１
分
55
秒
、

基
本
の
間
合
い
か
ら
攻
撃
の
タ
イ
ミ
ン
グ

準決勝①＝藤原（左）が終盤に上胴を決める

準決勝②＝佐藤（左）が２本目の上胴を決めて決勝へ

　

準
決
勝

　

準
決
勝
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を
図
っ
た
佐
藤
が
勢
い
よ
く
上
胴
に
飛
び

込
ん
で
二
本
勝
。
初
の
決
勝
へ
駒
を
進
め

た
。

　

藤
原
考
貴　
　

上
｜　
　

佐
藤
岳

　

第
25
回
大
会
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
こ
こ

ま
で
一
本
も
取
ら
れ
ず
に
勝
ち
上
が
っ
て

き
た
藤
原
と
、
全
日
本
優
勝
大
会
に
続
け

て
の
優
勝
を
目
指
す
佐
藤
の
一
戦
。

　

序
盤
か
ら
両
者
は
基
本
の
間
合
い
か
ら

接
近
す
る
動
き
を
繰
り
返
し
、
出
方
を
図

る
。
中
盤
に
藤
原
の
木
銃
の
先
が
佐
藤
の

面
に
当
た
っ
て
し
ま
い
試
合
が
一
時
中
断

す
る
も
、
負
け
ら
れ
な
い
両
者
は
そ
の
後

も
激
し
い
攻
防
戦
を
繰
り
広
げ
る
。
そ
の

ま
ま
本
戦
が
終
了
し
、
勝
敗
の
行
方
は
延

長
戦
へ
。

　

そ
し
て
、
開
始
６
分
50
秒
過
ぎ
、
決
着

の
時
が
訪
れ
る
。
両
者
基
本
の
間
合
い
に

な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
藤
原
が
力
強
く
上
胴

へ
飛
び
込
ん
だ
。
佐
藤
も
こ
れ
に
反
応

し
、
躱
そ
う
と
す
る
も
防
ぎ
き
れ
ず
、
藤

原
に
旗
が
３
本
上
が
っ
た
。
藤
原
が
５
年

ぶ
り
の
王
座
に
輝
き
、
場
内
か
ら
は
盛
大

な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

決勝＝延長の末に藤原（右）が会心の上胴を決める

　

決　

勝

　

決　

勝
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悔
し
さ
乗
り
越
え
、
２
度
目
の
栄
冠

悔
し
さ
乗
り
越
え
、
２
度
目
の
栄
冠

■
優
勝
＝
藤
原
考
貴
選
手

■
優
勝
＝
藤
原
考
貴
選
手（
栃
木
）

（
栃
木
）

　

５
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
と
い
う

快
挙
を
成
し
遂
げ
た
藤
原
選
手
。
大

会
終
了
後
、
率
直
な
感
想
を
聞
い
た
。

「
今
回
は
優
勝
で
き
ま
し
た
が
、
３

年
前
の
大
会
で
は
１
回
戦
敗
退
と
い

う
結
果
で
し
た
。
そ
れ
が
非
常
に
悔

し
く
て
今
回
こ
そ
は
上
位
に
入
っ
て

や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
大
会
に
挑

み
ま
し
た
」

　

前
回
優
勝
し
た
際
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
は
優
勝
の
実
感
が
全
く
な
い
と

語
っ
て
い
た
が
、
今
回
は
。

「
今
回
も
正
直
、
優
勝
の
実
感
は
な

い
で
す
ね
（
笑
）。
こ
れ
か
ら
湧
い
て
く

る
の
か
な
と
思
い
ま
す
」

　

本
大
会
で
は
初
戦
か
ら
相
手
に
一
本
も

与
え
ず
に
安
定
し
て
勝
ち
上
が
っ
た
。
序

盤
か
ら
の
対
戦
を
振
り
返
っ
て
も
ら
っ

た
。

「
今
回
は
１
回
戦
が
シ
ー
ド
だ
っ
た
た

め
、
２
回
戦
の
相
手
は
体
が
温
ま
っ
て
い

る
状
態
で
し
た
。
そ
の
点
に
不
安
は
あ
り

ま
し
た
が
、
実
際
に
試
合
を
し
て
み
る

と
、
い
つ
も
通
り
の
動
き
が
で
き
た
と
感

じ
ま
し
た
。
３
回
戦
以
降
も
動
き
の
固
い

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
狙
い
通
り

に
突
け
た
の
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」

　

決
勝
の
相
手
は
強
豪
チ
ー
ム
・
普
通
科

教
導
連
隊
所
属
の
佐
藤
選
手
。
決
勝
戦
に

挑
む
際
は
ど
の
よ
う
な
心
境
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

「
佐
藤
選
手
と
は
練
習
試
合
で
戦
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
勝
率
は
五
分
だ

っ
た
の
で
正
直
、
自
信
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
佐
藤
選
手
は
剣
の
力
も

強
く
、
多
彩
な
攻
め
技
を
持
っ
て
い

ま
す
。
決
勝
で
は
そ
の
部
分
に
気け

圧お

さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
自

分
か
ら
攻
め
て
い
く
こ
と
を
心
掛
け

ま
し
た
。
最
後
は
何
と
か
気
持
ち
を

切
ら
さ
ず
に
戦
い
ま
し
た
」

　

す
が
す
が
し
さ
は
５
年
前
と
変
わ

ら
ず
、
さ
ら
に
力
強
さ
を
身
に
つ
け

た
藤
原
選
手
。
最
後
に
今
後
の
目
標

を
聞
い
た
。

「
今
年
は
10
月
に
栃
木
国
体
が
開
催

さ
れ
る
の
で
、
今
回
の
成
績
に
恥
じ

な
い
試
合
を
し
、
現
在
の
赴
任
先
で

あ
る
栃
木
県
に
貢
献
し
た
い
と
思
い

ま
す
」

♢

　

前
回
大
会
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
開

催
延
期
と
な
っ
た
２
年
間
で
さ
ら
な

る
強
さ
を
手
に
し
た
藤
原
選
手
に
、

今
年
10
月
の
栃
木
国
体
を
含
め
今
後

の
活
躍
に
期
待
が
か
か
る
。

　
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
１
・

２
回
戦
は
緊
張
し
て
体
が
硬
く
な
り
、
自

分
ら
し
い
試
合
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
３
回
戦
以
降
は
足
を
使
っ
た
思
い
通

り
の
銃
剣
道
が
で
き
ま
し
た
。

　

決
勝
で
は
（
藤
原
選
手
と
）
ぶ
つ
か
っ

た
際
に
手
の
感
覚
が
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、
集
中
が
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
終

盤
で
は
そ
の
時
の
痛
み
で
相
手
の
剣
に
反

応
で
き
ず
後
悔
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
に

繋つ
な

が
る
試
合
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
４

月
の
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会
に
続
い
て

優
勝
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
負

け
て
し
ま
っ
た
の
で
来
年
こ
そ
は
優
勝
を

狙
っ
て
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
（
今
後
の
目
標
は
）
栃
木
国
体
で
リ
ベ

ン
ジ
し
、
優
勝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
か
ら
来
年
の
優
勝
大
会
や
本
大
会
の
優

勝
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
」

◯
準
優
勝
＝
佐
藤
岳
選
手
（
静
岡
）
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▽
３
位
＝
岩
永
健
太
選
手
（
長
崎
）

「
悔
し
い
思

い
が
あ
り
ま

す
ね
。
初
戦

か
ら
緊
張
し

な
が
ら
も
何

と
か
勝
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

し
た
。
大
会
前
に
は
し
っ
か
り
と
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
な
が
ら
練
習
で
き
て

い
ま
し
た
。
準
決
勝
で
は
足
が
動
か
な
か

っ
た
こ
と
が
敗
因
だ
と
思
い
ま
す
。
来
年

こ
そ
は
優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
で
す
」

▽
３
位
＝
池
田
侑
弥
選
手
（
福
岡
）

「
入
賞
で
き

た
こ
と
は
嬉

し
い
の
で
す

が
、
や
っ
ぱ

り
悔
し
い
気

持
ち
も
あ
り
ま
す
。
最
初
は
緊
張
し
て
動

き
が
硬
か
っ
た
の
で
す
が
、
試
合
を
す
る

に
つ
れ
て
自
分
ら
し
い
試
合
が
で
き
た

の
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
準
決
勝
は

あ
と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
で
取
ら
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
自
分
の
実
力
不
足
だ
と

思
い
ま
す
。
国
体
で
は
、
勤
務
先
の
県
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

鈴木　孝信（静　岡）

竹井　広次（宮　崎）

中沢　元貴（群　馬）

川村　信司（秋　田）

平田　悠朗（大　阪）

青木　良平（山　口）

増本　竜次（北海道）

河合　大地（佐　賀）

西田　寛樹（高　知）

岩永　健太（長　崎）

菅野　　学（福　島）

坂田　雅佳（北海道）

武藤　友則（長　野）

矢島　大介（愛　知）

丸山　辰也（山　梨）

福岡　由晃（三　重）

遠藤　彰徳（岩　手）

佐々木　聡（神奈川）

山口　公仁（北海道）

坂口　修平（鳥　取）

廣瀬　敬久（富　山）

藤原　考貴（栃　木）

大久保就矢（沖　縄）

菅野　純一（香　川）

赤平　翔太（山　形）

今野　真也（愛　知）

川越　鉄也（広　島）

宮本　　翔（熊　本）

仁尾　正樹（東　京）
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２

４

３

初

初

３

初

10

５

３

２

初

初

初

初

２

優
勝
　
藤
原
　
考
貴

準
優
勝
　
佐
藤
　
　
岳

第
３
位
　
岩
永
　
健
太

　
〃
　
　
池
田
　
侑
弥

氏　　名 都道府県 都道府県称号
段位

称号
段位

出場
回数

長谷川英昭（茨　城）

井下　佑也（鹿児島）

小野　雄大（宮　城）

石脇　慎也（三　重）

市川　　圭（北海道）

竹村　和剛（愛　媛）

中谷　和彦（山　口）

山崎　泰弘（東　京）

笠原　　悠（新　潟）

門脇　克未（島　根）

小野　将博（秋　田）

井上　聖太（京　都）

高濵　雄太（長　崎）

佐藤　　岳（静　岡）

藤村　太郎（神奈川）

秋元　陽樹（福　島）

山崎　隼人（山　口）

外山　欽一（宮　崎）

名和　　遼（北海道）

田嶋　啓一（香　川）

池田　侑弥（福　岡）

石本　寛貴（滋　賀）

池戸　　淳（岐　阜）

鈴木　康彦（千　葉）

松野　和樹（石　川）

秋村　啓介（青　森）

薗田　泰之（長　崎）

德田　裕人（岡　山）

御園　　翔（埼　玉）

教八

錬六

教七

錬六

錬六

教七

教七

錬七

錬六

教七

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

教七

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

教七

錬六

教七

教七

錬六

５

初

４

初

初

７

５

２

初

初

初

初

初

４

２

５

２

３

初

初

初

初

４

初

５

初

４

２

初

氏　　名出場
回数

第30回　全日本銃剣道選手権大会

0
1

0
2

2
1

2
0

0
1

1
0

1
2

1
0

1
0

0
2

1
0

0
1

1
0

1
0

2
1

1
0

1
0

1
0

不

0
2

1
0

1
0

1
2

0
1

1
0

2
0 0

2

0
2

0
1

1
0

0
1 0

1

2
0

1
0

2
1

0
2不

2
1

不

1
0

不

1
2

0
1

2
1

0
1

2
1

1
0

0
1

0
2

1
0

0
1

1
0

0
2

1
0

0
1

1 0 2
1

※欠場者４名を含む
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第
53
回
全
日
本
青
年
銃
剣
道
大
会
（
主

催
＝
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
）
が
８
月
４
日

に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
。
試

合
は
団
体
戦
（
３
人
制
）
の
青
年
第
１
部

（
本
年
度
24
〜
26
歳
）
と
同
第
２
部
（
23

歳
ま
で
）、女
子
個
人
戦
（
高
校
生
以
上
）

の
３
部
門
で
競
わ
れ
た
。

　

青
年
第
１
部
は
第
40
普
通
科
連
隊
Ａ

（
福
岡
）
が
７
年
ぶ
り
５
度
目
の
優
勝
。

第
２
部
は
第
３
即
応
機
動
連
隊
（
北
海

道
）、
女
子
個
人
戦
は
竹た
け

内う
ち

麻ま

弥や

（
第
33

普
通
科
連
隊
）
が
と
も
に
初
優
勝
を
飾
っ

た
。

　

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
制
で
争
わ
れ
、

時
間
は
３
分
（
３
本
勝
負
）。
時
間
内
に

決
着
し
な
い
場
合
は
旗
判
定
で
勝
敗
を
決

し
、勝
者
の
多
い
チ
ー
ム
を
勝
ち
と
し
た
。

▽
青
年
第
１
部
（
77
チ
ー
ム
）

　

決
勝
に
は
、
第
46
回
大
会
優
勝
の
40
普

連
Ａ
（
福
岡
）
と
上
位
常
連
の
第
16
普
通

科
連
隊
Ａ
（
長
崎
）
が
駒
を
進
め
た
。

第 53 回全日本青年銃剣道大会第 53 回全日本青年銃剣道大会
団体戦団体戦
青年第１部青年第１部 40 普連 A40 普連 A(福岡 )( 福岡 ) がが

　

■
団
体
戦

　

■
団
体
戦

青年第１部決勝・先鋒戦＝ 40普連 A・江崎（左）がコテを決める青年第１部決勝・先鋒戦＝ 40普連 A・江崎（左）がコテを決める

７年ぶり５度目の優勝７年ぶり５度目の優勝
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青年第２部決勝・先鋒戦＝３即機・畑田（左）が下胴を決める青年第２部決勝・先鋒戦＝３即機・畑田（左）が下胴を決める

　

先
鋒
戦
は
40
普
連
Ａ
・
江
崎
裕
耶
と
16

普
連
・
酒
田
潤
の
顔
合
わ
せ
。
試
合
は
江

崎
が
酒
田
の
腕
が
一
瞬
上
っ
た
と
こ
ろ
に

素
早
く
コ
テ
を
突
い
て
一
本
を
先
取
し

た
。
試
合
は
そ
の
ま
ま
終
了
し
、
40
普
連

が
リ
ー
ド
す
る
。

　

中
堅
戦
は
40
普
連
Ａ
・
久
松
龍
孔
と
16

普
連
Ａ
・
藤
川
凌
太
の
対
決
。
終
始
突
き

を
繰
り
出
す
久
松
と
冷
静
に
捌さ
ば

き
つ
つ
も

攻
撃
の
機
会
を
う
か
が
う
藤
川
。
両
者
一

歩
も
譲
ら
な
い
ま
ま
試
合
は
終
了
し
、
勝

敗
は
旗
判
定
へ
。
そ
の
結
果
、
久
松
に
２

本
上
が
り
、
こ
の
時
点
で
40
普
連
Ａ
の
７

年
ぶ
り
の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

　

大
将
戦
は
16
普
連
Ａ
・
村
上
大
樹
が
上

胴
で
一
本
を
先
制
す
る
も
40
普
連
Ａ
・
平

山
虎
太
郎
が
上
胴
を
返
し
、
同
点
の
ま
ま

判
定
へ
。
判
定
は
、
果
敢
に
攻
め
続
け
た

村
上
に
旗
が
３
本
上
が
り
、
16
普
連
Ａ
が

一
矢
報
い
た
。

◎
優
勝
＝
40
普
連
Ａ
・
嶋
津
良
光
監
督

「
１
回
戦
か
ら
厳
し
い
試
合
も
あ
り
ま
し

た
が
、
選
手
た
ち
が
自
分
ら
し
く
戦
っ
て

く
れ
て
勝
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
練
習
は
厳
し
い
環
境
で
し
た

が
、
日
々
訓
練
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
大
会
の
開
催
を
含
め
、

支
え
て
い
た
だ
い
た
周
囲
の
方
々
に
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
」

▽
青
年
第
２
部
（
103
チ
ー
ム
）

　

決
勝
は
、
初
優
勝
を
狙
う
３
即
機
（
北

海
道
）
と
過
去
に
一
般
青
年
の
部
で
優
勝

に
輝
い
た
防
衛
大
学
校
Ａ
（
神
奈
川
）
の

対
決
と
な
っ
た
。

　

先
鋒
戦
は
３
即
機
・
畑
田
龍
佑
と
防
衛

大
Ａ
・
山
本
恵
一
郎
の
対
戦
。
試
合
は
畑

田
が
開
始
の
合
図
と
同
時
に
下
胴
を
決
め

て
一
本
先
取
す
る
も
、
山
本
が
終
盤
に
下

青年第１部決勝・中堅戦＝ 40普連 A・久松（左）が上胴を攻める青年第１部決勝・中堅戦＝ 40普連 A・久松（左）が上胴を攻める
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１
勝
。
防
衛
大
Ａ
が
一
太
刀
浴
び
せ
る
形

で
決
勝
が
終
了
し
た
。

◎
優
勝
＝
３
即
機
・
坂
田
雅
佳
監
督

「
こ
の
大
会
で
初
め
て
監
督
を
務
め
ま
し

た
。
今
回
の
優
勝
は
選
手
た
ち
の
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
優
勝
で
き
て
非
常

に
嬉う
れ

し
い
で
す
。
大
会
に
向
け
て
し
っ
か

り
と
練
習
で
き
た
た
め
、
優
勝
に
繋つ
な

が
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

決
勝
は
、
初
優
勝
を
狙
う
竹
内
麻
弥
と

前
回
大
会
優
勝
の
寒
河
江
瑞
希
（
第
３
即

応
機
動
連
隊
）
の
対
決
と
な
っ
た
。

　

竹
内
は
試
合
開
始
の
合
図
と
同
時
に
勢

い
よ
く
下
胴
に
飛
び
込
ん
で
一
本
先
取
。

さ
ら
に
竹
内
は
再
開
の
合
図
と
同
時
に
素

早
く
下
胴
を
決
め
て
勝
利
。
試
合
時
間
わ

ず
か
約
５
秒
と
い
う
電
光
石
火
の
早
業
で

竹
内
が
初
優
勝
を
さ
ら
っ
た
。

◎
優
勝
＝
竹
内
麻
弥（
第
33
普
通
科
連
隊
）

「
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
１
回
戦
か

ら
未
知
数
な
相
手
が
多
か
っ
た
の
で
、
練

習
の
成
果
が
出
せ
る
よ
う
に
全
力
で
挑
も

う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
目
標
は
今
後
の

大
会
で
優
勝
を
目
指
す
と
同
時
に
、
後
輩

の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

胴
を
決
め
て
取
り
返
す
。
そ
の
ま
ま
時
間

切
れ
と
な
り
、
判
定
に
よ
り
畑
田
に
旗
が

２
本
上
が
り
、
３
即
機
が
リ
ー
ド
す
る
展

開
に
。

　

中
堅
戦
は
３
即
機
・
寒
河
江
優
斗
と
防

衛
大
Ａ
・
北
出
滉
弥
の
一
戦
。
試
合
は
寒

河
江
が
開
始
約
40
秒
で
上
胴
を
決
め
る
。

勢
い
に
乗
っ
た
寒
河
江
は
試
合
再
開
の
合

図
と
同
時
に
２
本
目
の
上
胴
を
決
め
、
勝

利
を
収
め
る
。
こ
の
時
点
で
３
即
機
の
優

勝
が
決
し
た
。

　

大
将
戦
は
防
衛
大
Ａ
・
久
下
博
生
が
３

即
機
・
白
川
蓮
太
に
上
胴
を
２
本
決
め
て

女子個人戦決勝＝竹内（左）が２本目の下胴を決めて勝利女子個人戦決勝＝竹内（左）が２本目の下胴を決めて勝利

青年第２部決勝・中堅戦＝３即機・寒河江（左）が上胴を決める青年第２部決勝・中堅戦＝３即機・寒河江（左）が上胴を決める

　

■
女
子
個
人
戦
（

　

■
女
子
個
人
戦
（
9393
名
）
名
）
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青年第２部優勝＝第３即応機動連隊 青年第１部優勝＝第 40普通科連隊A

女子の部優勝＝竹内麻弥

　

大
会
結
果

　

大
会
結
果

▼
青
年
第
１
部

優　

勝
＝
第
40
普
通
科
連
隊
Ａ
（
福
岡
）

準
優
勝
＝
第
16
普
通
科
連
隊
（
長
崎
）

第
３
位
＝
第
35
普
通
科
連
隊
（
愛
知
）

　
　
　
　

第
12
普
通
科
連
隊
（
鹿
児
島
）

▼
青
年
第
２
部

優　

勝
＝
第
３
即
応
機
動
連
隊（
北
海
道
）

準
優
勝
＝
防
衛
大
学
校
Ａ
（
神
奈
川
）

第
３
位
＝
第
40
普
通
科
連
隊
（
福
岡
）

　
　
　
　

第
42
即
応
機
動
連
隊
（
熊
本
）

▼
女
子
の
部

優　

勝
＝
竹
内
麻
弥（
第
33
普
通
科
連
隊
）

準
優
勝
＝
寒
河
江
瑞
希（
第
３
即
応
機
動
連
隊
）

第
３
位
＝
森
川
友
紀
子（
普
通
科
教
導
連
隊
）

　
　
　
　

今
澤
美
紗
貴（
普
通
科
教
導
連
隊
）



ニュース

団体形の初代日本一が決定！団体形の初代日本一が決定！
男子は関東地区Ａ 女子は近畿地区Ａ男子は関東地区Ａ 女子は近畿地区Ａ

　

空
手
道
で
初
の
「
団
体
形
日
本
一
」
を
決
め
る
第
１
回
全

　

空
手
道
で
初
の
「
団
体
形
日
本
一
」
を
決
め
る
第
１
回
全

日
本
空
手
道
団
体
形
選
手
権
大
会
は
７
月

日
本
空
手
道
団
体
形
選
手
権
大
会
は
７
月
2222
日
、
ホ
テ
ル
メ

日
、
ホ
テ
ル
メ

ル
パ
ル
ク
東
京
（
東
京
都
港
区
）
で
決
勝
と
３
位
決
定
戦
が

ル
パ
ル
ク
東
京
（
東
京
都
港
区
）
で
決
勝
と
３
位
決
定
戦
が

行
わ
れ
、
男
子
は
関
東
地
区
Ａ
（
梅
山
晟
也
、
梅
山
竣
也
、

行
わ
れ
、
男
子
は
関
東
地
区
Ａ
（
梅
山
晟
也
、
梅
山
竣
也
、

本
島
照
英
）、女
子
は
近
畿
地
区
Ａ
（
古
瀬
智
菜
、髙
嶋
弥
世
、

本
島
照
英
）、女
子
は
近
畿
地
区
Ａ
（
古
瀬
智
菜
、髙
嶋
弥
世
、

古
河
蒼
波
、
松
宮
千
夏
海
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
初
代
団

古
河
蒼
波
、
松
宮
千
夏
海
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
初
代
団

体
形
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
。

体
形
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
。

◇◇

　

大
会
に
は
地
区
協
議
会
・
高
体
連
・
実
業
団
か
ら
推
薦
さ

　

大
会
に
は
地
区
協
議
会
・
高
体
連
・
実
業
団
か
ら
推
薦
さ

れ
た
男
女
各

れ
た
男
女
各
1616
チ
ー
ム
が
出
場
。
６
月

チ
ー
ム
が
出
場
。
６
月
1818
・・
1919
日
に
日
本
空

日
に
日
本
空

手
道
会
館
で
予
選
が
行
わ
れ
、
決
勝
進
出
２
チ
ー
ム
、
３
位

手
道
会
館
で
予
選
が
行
わ
れ
、
決
勝
進
出
２
チ
ー
ム
、
３
位

決
定
戦
進
出
２
チ
ー
ム
を
決
定
し
た
。
決
勝
と
３
位
決
定
戦

決
定
戦
進
出
２
チ
ー
ム
を
決
定
し
た
。
決
勝
と
３
位
決
定
戦

は
、
制
限
時
間
５
分
間
の
中
で
一
チ
ー
ム
３
名
が

は
、
制
限
時
間
５
分
間
の
中
で
一
チ
ー
ム
３
名
が
揃揃そ
ろ
そ
ろ

っ
て
行

っ
て
行

う
「
形
」
の
演
武
と
、
形
の
各
動
作
が
持
つ
攻
防
の
意
味
を

う
「
形
」
の
演
武
と
、
形
の
各
動
作
が
持
つ
攻
防
の
意
味
を

表
現
し
た
「
分
解
」
の
演
武
を
行
い
、技
の
正
確
さ
や

表
現
し
た
「
分
解
」
の
演
武
を
行
い
、技
の
正
確
さ
や
極極きき

め
、
め
、

一
致
性
な
ど
の
観
点
（
テ
ク
ニ
カ
ル
ポ
イ
ン
ト
＝
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

一
致
性
な
ど
の
観
点
（
テ
ク
ニ
カ
ル
ポ
イ
ン
ト
＝
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

と
、
力
強
さ
や
ス
ピ
ー
ド
、
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
（
ア
ス
レ
テ

と
、
力
強
さ
や
ス
ピ
ー
ド
、
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
（
ア
ス
レ
テ

ィ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
＝
Ａ
Ｔ
Ｈ
）
か
ら
、
７
名
の
審
判
員
が
評

ィ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
＝
Ａ
Ｔ
Ｈ
）
か
ら
、
７
名
の
審
判
員
が
評

価
す
る
点
数
判
定
（

価
す
る
点
数
判
定
（
3030
点
満
点
）
で
勝
敗
が
争
わ
れ
た
。

点
満
点
）
で
勝
敗
が
争
わ
れ
た
。

　

こ
の
大
会
は
開
催
方
法
で
も
新
た
な
試
み
が
取
り
入
れ
ら

　

こ
の
大
会
は
開
催
方
法
で
も
新
た
な
試
み
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
。
決
勝
は
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
で
利
用
さ
れ
る
イ
ベ
ン

れ
た
。
決
勝
は
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
で
利
用
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
午
後
６
時
に
大
会
が
ス
タ
ー
ト
。
試

ト
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
午
後
６
時
に
大
会
が
ス
タ
ー
ト
。
試

合
場
を
本
物
の
竹
や
照
明
で
囲
み
、
光
と
音
楽
、
映
像
で
大

合
場
を
本
物
の
竹
や
照
明
で
囲
み
、
光
と
音
楽
、
映
像
で
大

会
の
盛
り
上
が
り
を
演
出
し
た
。
会
場
は
１
５
０
０
名
の
観

会
の
盛
り
上
が
り
を
演
出
し
た
。
会
場
は
１
５
０
０
名
の
観

客
で
埋
ま
り
、
選
手
た
ち
の
迫
真
の
演
武
に
大
き
な
拍
手
が

客
で
埋
ま
り
、
選
手
た
ち
の
迫
真
の
演
武
に
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
た
。

送
ら
れ
た
。

　

団
体
形
の
競
技
は
世
界
選
手
権
や
高
校
・
大
学
の
大
会
な

　

団
体
形
の
競
技
は
世
界
選
手
権
や
高
校
・
大
学
の
大
会
な

ど
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
全
日
本
ク
ラ
ス
の
大
会
で
は
こ

ど
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
全
日
本
ク
ラ
ス
の
大
会
で
は
こ

れ
ま
で
な
か
っ
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
空
手
道
が
採
用

れ
ま
で
な
か
っ
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
空
手
道
が
採
用

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
全
日
本
空
手
道
連
盟
は
本
年
度
、
空

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
全
日
本
空
手
道
連
盟
は
本
年
度
、
空

手
道
の
価
値
を
高
め
る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
全
日
本

手
道
の
価
値
を
高
め
る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
全
日
本

の
体
重
別
選
手
権
と
共
に
本
大
会
を
新
設
し
た
。

の
体
重
別
選
手
権
と
共
に
本
大
会
を
新
設
し
た
。

　　　第１回全日本空手道団体形選手権大会

（梅山晟也、梅山竣也、本島照英）（梅山晟也、梅山竣也、本島照英） （古瀬智菜、髙嶋弥世、古河蒼波、松宮千夏海）（古瀬智菜、髙嶋弥世、古河蒼波、松宮千夏海）

関東地区A「ゴジュウシホショウ」の「分解」演武関東地区A「ゴジュウシホショウ」の「分解」演武
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決
勝
は
と
も
に
関
東
地
区
の
Ａ
チ
ー
ム

と
Ｂ
チ
ー
ム
が
対
戦
し
た
。

　

先
に
登
場
し
た
関
東
地
区
Ａ
は
梅
山
晟

也
（
警
視
庁
）、
梅
山
竣
也
（
神
奈
川
県

警
）
の
兄
弟
と
、
同
じ
群
馬
県
出
身
の
本

島
照
英
（
国
士
舘
大
）
に
よ
る
社
会
人
・

大
学
生
の
混
成
チ
ー
ム
。
３
人
は
松
濤
館

流
の
「
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ
ョ
ウ
」
で
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
さ
を
表
現
し
た
演
武
を
行
い
、

息
の
合
っ
た
形
に
続
け
て
、
力
強
さ
と
ス

ピ
ー
ド
感
溢あ
ふ

れ
る
分
解
を
披
露
し
た
。

　

対
す
る
関
東
地
区
Ｂ
は
、
埼
玉
栄
高
校

空
手
道
部
所
属
の
井
上
晴
喜
、
中
澤
昇

龍
、
小
林
龍
生
に
よ
る
高
校
生
チ
ー
ム
。

気
合
い
の
入
っ
た
発
声
で
若
さ
い
っ
ぱ
い

の
「
ア
ー
ナ
ン
」
の
演
武
を
行
い
、
タ
イ

ミ
ン
グ
の
揃そ
ろ

っ
た
形
と
、
ス
ピ
ー
ド
と
キ

レ
の
あ
る
分
解
を
演
じ
た
。

　

結
果
は
、
関
東
地
区
Ａ
が
26
・
12
の

高
得
点
を
挙
げ
、
埼
玉
栄
高
校
チ
ー
ム

（
24
・
94
）
に
１
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差
を

付
け
て
圧
倒
し
、
日
本
一
の
栄
冠
を
手
に

し
た
。

▽
男
子
優
勝　

関
東
地
区
Ａ

梅
山
竣
也
選
手

「
念
願
の
日
本
一
。
兄
弟
と
、
地
元
で

小
さ
い
頃
か
ら
一
緒
に
や
っ
て
き
た
本

島
の
３
人
で
達
成
で
き
て
う
れ
し
い
。

支
え
て
く
れ
た
家
族
や
職
場
の
方
々
、

監
督
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
」

梅
山
晟
也
選
手

「
高
校
生
の
頃
か
ら
待
ち
望
ん
で
い
た

団
体
形
の
大
会
。
第
１
回
大
会
で
優
勝

で
き
て
う
れ
し
い
。
練
習
量
に
不
安
も

あ
っ
た
が
、
高
校
生
に
は
負
け
て
い
ら

れ
な
い
と
迫
力
で
押
し
切
っ
た
。
群
馬

か
ら
関
東
代
表
を
背
負
っ
て
、
優
勝
だ

け
を
目
指
し
て
３
人
で
や
っ
て
き
た
」

本
島
照
英
選
手

「
優
勝
を
狙
う
と
い
う
覚
悟
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
厳
し
い
練
習
環
境
で
も
気

持
ち
で
乗
り
越
え
ら
れ
た
。
こ
の
優
勝

を
次
の
大
会
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

▷︎男子２位　関東地区Ｂ
井上晴喜選手
「めったに立てない大きな舞台、良い経験に
なった。気持ち良く形が打てた」
小林龍生選手
「予選のアーナンよりも良かった。分解も気
合いが入った演武ができた」
中澤昇龍選手
「第１回で決勝の舞台に立てたのは良い経
験。これからに生かしていきたい」
山本大希選手
「決勝は出場した３人とも素晴らしい形を打
っていた。成績は２位だが良い結果だと思う」

男子２位・関東地区Ｂ「アーナン」

男子優勝・関東地区A「ゴジュウシホショウ」の「形」演武男子優勝・関東地区A「ゴジュウシホショウ」の「形」演武

  

■
男
子
決
勝

■
男
子
決
勝

男子２位・関東地区Ｂ「アーナン」男子２位・関東地区Ｂ「アーナン」
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ニュース

　

決
勝
は
高
校
大
会
で
鎬
し
の
ぎ
を
削
る
、
と
も

に
近
畿
地
区
の
高
校
生
チ
ー
ム
が
対
戦
。

　

先
に
演
武
し
た
Ｂ
チ
ー
ム
は
浪な
に
わ速
高
校

空
手
道
部
。
ジ
ュ
ニ
ア
日
本
代
表
の
実
力

者
で
も
あ
る
福
岡
夢
心
、
神
㟢
美
桜
、
清

水
彩
瑚
の
３
人
は
、
息
の
合
っ
た
「
ア
ー

ナ
ン
」
を
演
武
し
た
。

　

後
攻
の
Ａ
チ
ー
ム
は
大
阪
学
芸
高
校
空

手
道
部
で
、
今
年
４
月
の
高
校
選
抜
の
優

勝
校
。
古
瀬
智
菜
、
髙
嶋
弥
世
、
古
河
蒼

波
が「
ア
ー
ナ
ン
」で
一
糸
乱
れ
ぬ
形
と
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
分
解
を
披
露
し
た
。

　

近
畿
地
区
Ａ
が
26
・
00
と
、
同
Ｂ
を
０
・

38
ポ
イ
ン
ト
差
で
退
け
て
優
勝
し
た
。

▽
女
子
優
勝　

近
畿
地
区
Ａ

古
瀬
智
菜
選
手

「
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
。
今
後
の
課

題
も
見
え
た
。
課
題
を
改
善
で
き
る
よ

う
こ
れ
か
ら
も
張
っ
て
い
き
た
い
」

髙
嶋
弥
世
選
手

「
結
果
は
良
か
っ
た
が
、
試
合
の
内
容

は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
。
次
は
改
善

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」

古
河
蒼
波
選
手

「
第
１
回
大
会
で
優
勝
で
き
て
う
れ
し

い
。
見
つ
か
っ
た
課
題
を
改
善
し
、
ま

た
優
勝
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」

松
宮
千
夏
海
選
手

「
３
人
を
一
番
近
く
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

き
た
。良
か
っ
た
。優
勝
お
め
で
と
う
」

▷︎女子２位　近畿地区Ｂ
神㟢美桜選手
「満足いく形を打てたので、結果は悔しいけど、後悔はない」
清水彩瑚選手
「力を出し切って最後までやり遂げられた。良かった」
福岡夢心選手
「練習したことをすべて披露できた。次に向けて頑張る」
森璃音選手
「格好いい３人を見て自分も次に向けて頑張ろうと思った」

女子優勝・近畿地区Ａ「アーナン」女子優勝・近畿地区Ａ「アーナン」

女子２位・近畿地区Ｂ「アーナン」女子２位・近畿地区Ｂ「アーナン」

  

■
女
子
決
勝

■
女
子
決
勝
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▷︎男子４位　近畿地区Ａ
盛下選手「高校最後の大舞台でやりきれたけ
れど、結果は悔しい」
若林選手「盛下先輩の最後の試合で悔しい。
先輩に学んだことを生かしていきたい」
岡本選手「来年、自分たちの代では優勝を獲
（と）りにいく」
松村颯天選手「結果は残念だけどベストを尽
くした。来年は残る３人で優勝を目指す」

▷︎男子３位　九州地区Ａ
髙良選手「劉衛流の先生方や先輩、仲間のお
陰で勝つことができた。とてもうれしい」
池田選手「今回の結果に満足せずに、次に向
かって進んでいきたい」
島田選手「いい演武ができた。３位は通過点、
さらに上を目指していく」

▼
男
子

　

劉
衛
流
龍
鳳
会
の
九
州
地
区
Ａ
（
池
田

竜
晟
、
島
田
辰
夫
、
髙
良
蒼
空
）
が
26
・

06
点
の
高
得
点
で
、
大
阪
学
芸
高
校
空
手

道
部
の
近
畿
地
区
Ａ
（
盛
下
達
矢
、
岡
本

朱
良
、
若
林
寛
斗
）
を
降
し
て
３
位
を
手

に
し
た
。

▼
女
子

　

国
士
舘
大
学
空
手
道
部
所
属
で
全
員
群

馬
県
出
身
の
関
東
地
区
Ａ
（
本
島
里
桜
、

金
古
美
優
、
吉
本
弥
可
）
が
、
埼
玉
栄
高

校
空
手
道
部
の
高
体
連
Ａ
（
戸
張
花
音
、

宇
都
宮
令
菜
、
佐
藤
歌
南
）
を
破
っ
て
３

位
に
入
っ
た
。

▷︎女子４位　高体連Ａ
宇都宮選手「初めての大きな舞台で思い切り
楽しんでできた。良い経験になった」
戸張選手「大勢の観客が見ている前で緊張し
た。高校最後の試合で良い経験ができた」
佐藤選手「今まで練習してきたことがしっか
り発揮できた。楽しくできた、悔いはない」
新城花音選手「舞台下から見た３人は格好良
かった。来年は決勝の舞台に立ちたい」

▷︎女子３位　関東地区Ａ
金古選手「不安の中でやりきるしかないと挑
んだ。支えてくれた方に恩返しができた」
本島選手「教育実習で練習できない中でも、
みんなを信じてやったことが結果になった」
吉本選手「予選から日々を大切に練習してき
た。来年は決勝の舞台に立てるよう頑張る」
中島風花選手「今日はサポートだけど気持ち
は舞台に立ってた。みんなやりきっていた」

【大会結果】
◇男子　　　　　　　　　決勝・３位決定戦《形名・得点》
　優　勝　関東地区A　　ゴジュウシホショウ	 26.12（TEC	18.20　ATH	7.92）
　２　位　関東地区B　　アーナン　　　	 24.94（TEC	17.50　ATH	7.44）
　３　位　九州地区A　　アーナン　　　	 26.06（TEC	18.20　ATH	7.86）
　４　位　近畿地区A　　アーナン　　　	 24.92（TEC	17.36　ATH	7.56）
◇女子
　優　勝　近畿地区A　　アーナン　　　	 26.00（TEC	18.20　ATH	7.80）
　２　位　近畿地区B　　アーナン　　　	 25.62（TEC	18.06　ATH	7.56）
　３　位　関東地区A　　パープーレン　	 25.14（TEC	17.64　ATH	7.50）
　４　位　高体連A　　　アーナン　　　	 24.20（TEC	16.94　ATH	7.26）

会場には多くの観客が詰めかけた 劇場に設置された特設試合場採点結果は大スクリーンに表示された

  

■
３
位
決
定
戦

■
３
位
決
定
戦

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース　全国道場少年剣道大会

　

準
決
勝
に
は
、
前
回
大
会
優
勝
の
福
岡

如
水
館
Ａ
（
福
岡
）
を
破
っ
た
白
川
台
少

年
剣
修
会
（
兵
庫
）
を
は
じ
め
、
第
52
回

大
会
で
優
勝
経
験
の
あ
る
洗
心
道
場
Ａ

（
愛
知
）、
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
塾
（
熊
本
）、

双
海
剣
道
会
（
愛
媛
）
の
４
チ
ー
ム
が
進

出
し
た
。

■
小
学
生
の
部

白
川
台
少
年
剣
修
会
　

　
　
　
　
　
悲
願
の
初
優
勝決勝大将戦＝白川台・髙橋（左）がメンを決める決勝大将戦＝白川台・髙橋（左）がメンを決める

●
小
学
生
の
部

第第
5656
回
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会

回
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会

■
準
決
勝
①

白
川
台
少
年
剣
修
会　

１
─
０　
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
塾

先
鋒　

地
主
朝
陽
メ
メ
─
メ　

笹
原
魁
人

中
堅　

松
尾
茶
胡　
　

×　
　

金
丸
愛
虎

大
将　

髙
橋
慶
伍　
　

×　
　

小
宮
尚
通

　

白
川
台
少
年
剣
修
会
と
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ

塾
の
対
戦
。
先
鋒
戦
は
笹
原
（
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ

Ｎ
Ａ
）
が
メ
ン
を
先
取
す
る
が
、地
主
（
白

川
台
）
は
落
ち
着
い
て
メ
ン
を
２
本
取
り

（兵庫）

　

第
56
回
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
剣
道
道
場
連
盟
）
が
７
月

28
・
29
日
、
日
本
武
道
館
で
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
全
国
の
予
選
を

勝
ち
上
が
っ
た
小
学
生
620
チ
ー
ム
（
う
ち
14
チ
ー
ム
欠
場
）、
中
学
生
511
チ
ー
ム
（
う

ち
12
チ
ー
ム
欠
場
）
が
出
場
。
初
日
の
小
学
生
の
部
で
は
、
39
年
ぶ
り
に
決
勝
に
進

ん
だ
白
川
台
少
年
剣
修
会
（
兵
庫
）
が
悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
た
。
２
日
目
の
中

学
生
の
部
で
は
、
光
龍
舘
（
香
川
）
が
正
剣
館
（
鹿
児
島
）
を
破
り
、
初
の
栄
冠
に

輝
い
た
。

　

前
回
大
会
は
２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
日
本
武

道
館
で
行
わ
れ
る
た
め
大
阪
で
開
催
す
る
予
定
だ
っ
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

で
中
止
と
な
り
、
昨
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
７
月
の
開
催
を
断
念
し
、
今
年
１
月
に
延
期

さ
れ
た
。
今
大
会
も
感
染
拡
大
の
真
っ
只
中
だ
っ
た
が
、
全
日
本
剣
道
連
盟
の
感
染

拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
対
策
を
徹
底
、
場
内
の
密
を
避
け
る
た
め
、
従

来
よ
り
２
人
少
な
い
３
人
制
の
団
体
戦
と
し
た
。

　

試
合
時
間
は
小
学
生
が
２
分
、
中
学
生
が
２
分
30
秒
の
３
本
勝
負
を
行
っ
た
。
勝

者
数
・
総
本
数
が
同
じ
場
合
は
、
任
意
選
出
に
よ
る
代
表
者
戦
（
１
本
勝
負
。
２
分

ず
つ
時
間
を
区
切
り
勝
敗
が
決
す
る
ま
で
行
う
）
で
勝
敗
を
決
し
た
。
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返
し
、
逆
転
勝
ち
を
収
め
る
。
続
く
中
堅

戦
、
大
将
戦
は
引
き
分
け
と
な
り
、
白
川

台
少
年
剣
修
会
が
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

■
準
決
勝
②

　
　

双
海
剣
道
会　

０
─
０　
洗
心
道
場
Ａ

先
鋒　

和
気
俠
士　
　

×　
　

大
洞
雄
志

中
堅　

閏
木　

柚　
　

×　
　

江
口
大
晴

大
将　

𩵋
見
連
司　
　

×　
　

森
本
一
颯

〈
代
表
者
選
〉

　
　
　

𩵋
見
連
司　

メ
─　
　

森
本
一
颯

　

双
海
剣
道
会
と
洗
心
道
場
Ａ
の
対
戦
。

先
鋒
戦
か
ら
大
将
戦
ま
で
す
べ
て
引
き
分

け
と
な
り
、
勝
負
は
代
表
者
戦
に
持
ち
越

さ
れ
た
。
代
表
者
戦
は
両
チ
ー
ム
と
も
大

将
の
𩵋
見
（
双
海
）
と
森
本
（
洗
心
）
を

選
出
。
互
い
に
な
か
な
か
有
効
打
を
繰
り

出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
延
長
戦
を
重
ね

る
。
４
回
目
の
延
長
戦
で
互
い
に
メ
ン
を

打
ち
合
う
と
、
一
瞬
早
く
𩵋
見
の
メ
ン
が

決
ま
っ
て
勝
利
。
双
海
剣
道
会
が
決
勝
に

進
出
し
た
。

■
決
勝

白
川
台
少
年
剣
修
会　

１
─
１　
双
海
剣
道
会

先
鋒　

地
主
朝
陽　
　

×　
　

和
気
俠
士

中
堅　

松
尾
茶
胡　
　

─
コ　

閏
木　

柚

◎
白
川
台
少
年
剣
修
会
・
一
岡
正
紀
監
督

「
今
か
ら
52
年
前
に
白
川
台
少
年
剣
修
会

を
立
ち
上
げ
、
決
勝
に
進
出
し
た
の
は
２

回
目
で
す
。
決
勝
の
代
表
者
戦
で
は
、『
最

後
は
心
の
勝
負
。
負
け
て
も
い
い
か
ら
今

ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
思
い
切
り
や
っ

て
き
な
さ
い
』
と
大
将
の
髙
橋
を
送
り
出

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
稽
古
会
場
の
確

保
に
も
苦
労
し
、
親
御
さ
ん
た
ち
に
何
と

か
確
保
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
思
う

よ
う
な
稽
古
は
で
き
ず
、
基
本
中
心
の
稽

古
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
子

ど
も
た
ち
は
一
生
懸
命
付
い
て
き
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
稽
古
の
成
果
が
こ
の
結
果

に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

◎
白
川
台
少
年
剣
修
会
・
髙
橋
慶
伍
選
手

「
優
勝
で
き
て
と
て
も
嬉う
れ

し
い
で
す
。
大

将
戦
で
は
、
狙
い
通
り
メ
ン
を
決
め
ら
れ

ま
し
た
。
代
表
者
戦
も
自
分
の
試
合
が
で

き
、（
最
後
は
）
自
然
と
身
体
が
動
き
ま

し
た
。
練
習
の
成
果
が
出
せ
て
と
て
も
よ

か
っ
た
で
す
」

優勝＝白川台少年剣修会（兵庫）

大
将　

髙
橋
慶
伍　

メ
─　
　

𩵋
見
連
司

〈
代
表
者
戦
〉

　
　
　

髙
橋
慶
伍　

コ
─　
　

𩵋
見
連
司

　

先
鋒
戦
は
地
主
（
白
川
台
）、和
気
（
双

海
）
と
も
に
譲
ら
ず
引
き
分
け
。
中
堅
戦

は
閏
木
（
双
海
）
が
出
コ
テ
を
決
め
て
一

本
勝
ち
を
収
め
、
双
海
剣
道
会
が
優
勝
に

王
手
を
か
け
る
。
大
将
戦
は
髙
橋
（
白
川

台
）
が
序
盤
か
ら
積
極
的
に
攻
め
、
間
合

い
が
詰
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
メ
ン
を
決
め
て

一
本
勝
ち
を
収
め
る
。
代
表
者
戦
は
大
将

戦
と
同
じ
く
髙
橋
と
𩵋
見
（
双
海
）
が
対

戦
。
髙
橋
は
𩵋
見
の
手
元
が
浮
い
た
瞬
間

に
コ
テ
を
決
め
て
勝
利
。
白
川
台
少
年
剣

修
会
が
初
の
日
本
一
に
輝
い
た
。

準優勝＝双海剣道会（愛媛）

第３位＝洗心道場A（愛知） 第３位＝ＫＩＺＵＮＡ塾（熊本）
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ニュース　全国道場少年剣道大会

　

準
決
勝
に
は
、
２
連
覇
を
狙
う
東
松
舘

道
場
Ａ
（
東
京
）、
光
龍
舘
（
香
川
）、
正

剣
館
（
鹿
児
島
）、
大
野
東
剣
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
（
福
岡
）
の
４
チ
ー
ム
が
進
出

し
た
。

■
準
決
勝
①

　
　
　

光
龍
舘　
　

１
─
１　

東
松
舘
Ａ

先
鋒　

松
下
晴
之
進　
　

─
コ　

池
嶋　

優

中
堅　

野
中
流
空　

メ
─　
　

松
村
惇
己

大
将　

田
中
志
武　
　

×　
　

島
村
昇
冴

〈
代
表
者
戦
〉

　
　
　

田
中
志
武　

コ
─　
　

島
村
昇
冴

　

初
優
勝
を
目
指
す
光
龍
舘
と
過
去
７
回

の
優
勝
を
誇
る
東
松
舘
道
場
Ａ
が
対
戦
。

先
鋒
戦
は
池
嶋
（
東
松
舘
）
が
コ
テ
を
奪

っ
て
勝
利
す
る
も
、
中
堅
戦
は
野
中
（
光

龍
舘
）
が
メ
ン
を
奪
い
、
勝
負
を
振
り
出

し
に
戻
す
。
大
将
戦
は
引
き
分
け
と
な

り
、
勝
負
は
代
表
者
戦
へ
持
ち
越
さ
れ

た
。
代
表
者
戦
は
両
チ
ー
ム
と
も
に
大
将

戦
と
同
じ
く
田
中
（
光
龍
舘
）
と
島
村
（
東

松
舘
）
に
よ
り
争
わ
れ
た
が
、
３
回
目
の

延
長
戦
で
田
中
が
引
き
コ
テ
を
決
め
、
光

龍
舘
が
初
の
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。

■
中
学
生
の
部

■
準
決
勝
②

　
　
　

正
剣
館　
　

０
─
０　

大
野
東

先
鋒　

濵
田
煌
成　
　

×　
　

林
田
凌
空

中
堅　

新
宅
雄
仁　
　

×　
　

北
原
直
樹

大
将　

西　

寿
弘　
　

×　
　

緒
方
慎
之
介

〈
代
表
者
戦
〉

　
　
　

西　

寿
弘　

メ
─　
　

緒
方
慎
之
介

　

正
剣
館
と
大
野
東
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
対
戦
。
先
鋒
戦
か
ら
大
将
戦
ま
で
両

チ
ー
ム
と
も
譲
ら
ず
、
す
べ
て
引
き
分
け

と
な
り
、
代
表
者
戦
と
な
っ
た
。
代
表
者

戦
は
西
（
正
剣
館
）
が
緒
方
（
大
野
東
）

か
ら
メ
ン
を
決
め
、
正
剣
館
が
初
の
決
勝

へ
進
出
し
た
。

■
決
勝

　
　
　

光
龍
舘　
　

２
─
０　

正
剣
館

先
鋒　

松
下
晴
之
進　

メ
─　
　

濵
田
煌
成

中
堅　

野
中
流
空　

メ
─　
　

新
宅
雄
仁

大
将　

田
中
志
武　

ド
─
メ　

西　

寿
弘

　

先
鋒
戦
は
松
下
（
光
龍
舘
）
と
濵
田
（
正

剣
館
）
の
対
戦
。
試
合
序
盤
は
互
い
に
攻

め
手
を
欠
く
も
、
終
盤
に
松
下
が
思
い
切

っ
て
メ
ン
に
跳
ぶ
と
こ
れ
が
決
ま
り
、
光

龍
舘
が
先
勝
す
る
。
何
と
か
追
い
つ
き
た

い
正
剣
館
だ
が
、
中
堅
戦
も
野
中
（
光
龍

決勝・大将戦＝光龍舘・田中（右）がドウを決める決勝・大将戦＝光龍舘・田中（右）がドウを決める

光
龍
舘
　
が
嬉
し
い
初
優
勝

●
中
学
生
の
部

（香川）
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【
大
会
結
果
】

◆
小
学
生
の
部

　

優　

勝
＝
白
川
台
少
年
剣
修
会（
兵
庫
）

　

準
優
勝
＝
双
海
剣
道
会
（
愛
媛
）

　

第
３
位
＝
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
塾
（
熊
本
）

　
　
　
　
　

洗
心
道
場
Ａ
（
愛
知
）

◆
中
学
生
の
部

　

優　

勝
＝
光
龍
舘
（
香
川
）

　

準
優
勝
＝
正
剣
館
（
鹿
児
島
）

　

第
３
位
＝
東
松
舘
道
場
Ａ
（
東
京
）

　
　
　
　
　

大
野
東
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
福
岡
）

舘
）
が
メ
ン
を
奪
っ
て
一
本
勝
ち
を
収

め
、
光
龍
舘
が
連
勝
で
勝
負
を
決
め
た
。

大
将
戦
は
田
中
（
光
龍
舘
）、
西
（
正
剣

館
）
と
も
に
一
本
ず
つ
取
り
合
っ
て
引
き

分
け
。
最
終
ス
コ
ア
２
勝
０
敗
で
光
龍
舘

が
嬉
し
い
初
優
勝
を
遂
げ
た
。

◎
光
龍
舘
・
岩
部
広
志
監
督

「
去
年
は
３
位
で
悔
し
い
思
い
を
し
た
の

で
、
優
勝
で
き
て
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
十
分
な
稽
古
が
で
き
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
子
ど

も
た
ち
が
頑
張
っ
た
成
果
が
出
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
部
分
は
あ
り
ま
す
が

自
分
た
ち
の
剣
道
は
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
高
校
に
上
が
っ
て
も
日
本
一
に
な
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

◎
光
龍
舘
・
田
中
志
武
選
手

「
集
中
し
て
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

準
々
決
勝
、
準
決
勝
と
代
表
者
戦
で
し
た

が
、
前
の
２
人
が
つ
な
げ
て
く
れ
た
の
で

『
絶
対
に
勝
つ
』
と
い
う
強
い
気
持
ち
を

持
っ
て
戦
い
ま
し
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

大
事
に
し
て
き
た
の
で
、
こ
の
メ
ン
バ
ー

で
優
勝
で
き
て
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
」

決勝・先鋒戦＝松下（左）がメンを決める

心技体 人を育てる総合誌

優勝＝光龍舘（香川）

準優勝＝正剣館（鹿児島）

第３位＝大野東剣道スポーツ少年団（福岡）

第３位＝東松舘道場A（東京）
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ニュース

１周年記念セレモニー〜 TOKYO FORWARD 〜１周年記念セレモニー〜 TOKYO FORWARD 〜

五輪関係者が再び集結！五輪関係者が再び集結！

　

東
京
五
輪
の
開
会
式
か
ら
１
年
と
な
る

７
月
23
日
、「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
１
周
年
記
念
セ

レ
モ
ニ
ー
〜
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｄ
〜
」
が
、
開
会
式
会
場
と
な
っ
た
国

立
競
技
場
（
東
京
・
代
々
木
）
で
関
係
者

約
200
名
と
約
１
万
５
千
名
の
観
客
が
集
ま

り
、
開
催
さ
れ
た
。♢

　

セ
レ
モ
ニ
ー
は
午
後
５
時
か
ら
始
ま
っ

た
。
冒
頭
、
大
会
の
招
致
と
コ
ロ
ナ
禍
で

の
開
催
に
尽
力
し
、
７
月
８
日
に
銃
撃
さ

れ
て
死
亡
し
た
安
倍
晋
三
元
首
相
に
黙も
く

祷と
う

が
捧
げ
ら
れ
た
。
続
い
て
挨
拶
に
立
っ
た

小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
は
「
共
生
社
会

の
実
現
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
道
筋
、

最
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
の
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
み
方
な
ど
、
大
会
は
多
く
の
レ
ガ
シ

ー
を
残
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
新
し
い
未
来
を
創
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
」
と
述
べ
た
。

　

次
に
、
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
携

わ
っ
た
関
係
者
・
選
手
た
ち
に
よ
る
パ
レ

ー
ド
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
観
客
に
笑
顔
で

手
を
振
っ
た
。
大
会
組
織
委
員
会
の
会
長

を
務
め
た
橋
本
聖
子
氏
と
ス
ポ
ー
ツ
庁
の

室
伏
広
治
長
官
が
挨
拶
し
た
後
、
メ
ダ
リ

ス
ト
と
観
客
が
一
体
と
な
っ
て
ゲ
ー
ム
や

トーマス・バッハ IOC会長からのメッセージ映像トーマス・バッハ IOC会長からのメッセージ映像
セレモニー後には会場を４色のチームセレモニー後には会場を４色のチーム
に分けてゲームとリレーが行われたに分けてゲームとリレーが行われた
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東京 2020 オリンピック・パラリンピック東京 2020 オリンピック・パラリンピック

五輪の聖地・国立競技場に五輪の聖地・国立競技場に

小池百合子
東京都知事

橋本聖子元東京 2020
組織委員会会長

室伏広治
スポーツ庁長官

リ
レ
ー
を
楽
し
む
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
ラ

イ
ブ
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
、
歓
声
は
出
せ
な

い
も
の
の
、
観
客
席
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
湧
き
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

ま
た
、
競
技
場
の
屋
内
施
設
な
ど
で
は

こ
の
日
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
を
活
用
し

た
競
技
体
験
や
五
輪
に
関
す
る
ア
ー
カ
イ

ブ
展
示
が
行
わ
れ
、
セ
レ
モ
ニ
ー
と
は
別

に
約
１
万
５
千
人
が
来
場
し
、「
東
京
２

０
２
０
」
を
振
り
返
っ
た
。

リレーにはパラリンピック柔道銅メダリストリレーにはパラリンピック柔道銅メダリスト
の瀬戸勇次郎選手が参加（右端）の瀬戸勇次郎選手が参加（右端）国立競技場に展示してある五輪聖火台国立競技場に展示してある五輪聖火台
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①�オープニングパレード。パレードには小池知事などの
主催者のほか、五輪・パラリンピックの選手・役員、
スポーツ少年団、大学生、聖火ランナー、大会ボラン
ティアなどが参加した
② �BMX（競技自転車）の体験コーナー。体験者はアス
リートの助けを借りて、競技で使用されるパンプトラ
ック（写真左にある坂）を走行する

③�パラローイング（障がい者ボート）のブースでは足を
フットレストに固定し、上半身だけでボードを漕

こ

ぐ動
きを体験
④VRゴーグルで車いすリレーを体感できるブース
⑤�競技体験以外にも被災地復興支援やボランティアレガ
シーなどのブースが出店された
⑥�五輪開会式の国歌斉唱で歌手のMISIA さんが着用した
衣装
⑦五輪で上位入賞者に贈られたメダル（レプリカ）
⑧�開会式で使われたアメリカ合衆国のプラカードと先導
者のユニフォーム
⑨�競技用備品の展示コーナーでは競技用ボールやボクシ
ングのグローブなどに触ることができた
⑩聖火リレーで使用されたトーチ

⑨⑨ ⑧⑧

⑩⑩



　

令
和
４
年
度
の
全
日
本
少
年
少
女
武
道
錬
成
大
会
は
約
６
千
人
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
、「
武
道
を
通
じ
て
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
」
と
い
う
所
期
の
目
的

を
達
成
し
て
終
了
し
た
。
今
大
会
は
コ
ロ
ナ
下
で
初
の
開
催
と
あ
っ
て
、
感
染
対
策

と
し
て
、柔
道
と
剣
道
で
は
講
話
を
行
う
な
ど
、工
夫
を
凝
ら
し
た
大
会
と
な
っ
た
。

ニュース　令和４年度全日本少年少女武道錬成大会

◉
柔
道
と
剣
道
で
は
講
話
と
基
本
錬
成

◉
柔
道
と
剣
道
で
は
講
話
と
基
本
錬
成

柔道・剣道では質問・応答が行われた柔道・剣道では質問・応答が行われた

多くの種目で入れ替え制を導入多くの種目で入れ替え制を導入入館証を手に入り口へ向かう参加者入館証を手に入り口へ向かう参加者

▼�座席は団体▼�座席は団体
ごとの指定ごとの指定
席とした席とした

▶︎入場時には▶︎入場時には
検温を実施検温を実施

知
恵
を
絞
っ
て
各
種
目
を
開
催

知
恵
を
絞
っ
て
各
種
目
を
開
催

■
入
れ
替
え
制
の
導
入

　

十
分
な
対
人
距
離
を
確
保
す
る
た
め
、

一
部
の
種
目
で
は
完
全
入
れ
替
え
制
を
導

入
し
た
。
合
気
道
は
３
班
に
分
け
て
実
施

し
、錬
成
内
容
（
稽
古
錬
成
、演
武
錬
成
、

模
範
演
武
）
は
同
じ
と
し
た
。
２
日
間
で

行
わ
れ
た
剣
道
は
両
日
と
も
２
部
制
で
開

催
。
基
本
稽
古
は
、
参
加
団
体
を
２
班
に

分
け
（
２
日
目
の
午
後
の
部
を
除
く
）、

所
属
団
体
内
で
ペ
ア
を
組
ん
だ
。
空
手
道

も
２
部
制
で
実
施
し
、
１
部
は
小
学
１
・

２
年
生
と
３
・
４
年
生
の
部
、
２
部
は
５
・

６
年
生
と
中
学
生
の
部
に
分
け
て
基
本
錬

成
と
試
合
錬
成
を
行
っ
た
。
柔
道
は
午
前

と
午
後
の
部
に
分
け
、
他
団
体
と
ペ
ア
に

な
る
こ
と
は
避
け
た
。
少
林
寺
拳
法
で
は

午
前
の
部
に
遠
方
の
団
体
、
午
後
の
部
に

関
東
と
山
梨
の
団
体
が
参
加
し
た
。

■
各
道
共
通
で
コ
ロ
ナ
対
策

　

大
会
は
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則
し
て
実

施
し
、
試
合
や
基
本
錬
成
中
は
各
団
体
が

定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
た
。

　

当
日
ま
で
の
２
週
間
、
来
場
予
定
者
は

検
温
と
体
調
・
行
動
を
記
録
す
る
検
温
観

察
票
を
記
入
。
当
日
、
受
け
付
け
で
は
団

体
ご
と
に
検
温
観
察
票
を
提
出
し
入
館
証

を
受
け
取
っ
た
。
館
内
の
入
り
口
で
は
、

不
特
定
多
数
の
入
場
を
禁
止
し
て
検
温
を

実
施
。
来
館
者
は
入
館
証
を
提
示
し
て
入

館
し
た
。
ま
た
、
通
常
の
救
護
室
と
は
別

コ
ロ
ナ
下
の
令
和
４
年
度
全
日
本
少
年
少
女
武
道
錬
成
大
会

【
剣
道
】

◉
「
君
に
伝
え
た
い
三
つ
の
こ
と
」

松
﨑
賢
士
郎
講
師

（
第
68
回
全
日
本
選
手
権
者
）

が
、
大
事
な
の
は
続
け
る
こ
と
で
す
。
嫌

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
負

け
な
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
で
す
。
こ
れ

が
伝
え
た
い
こ
と
の
一
つ
目
で
す
。

　

一
流
の
選
手
が
す
ご
い
の
は
、
技
術
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
絶
対
に
負
け
た
く
な

い
と
い
う
気
持
ち
が
人
一
倍
強
い
と
こ
ろ

で
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
負
け
た
く
な

い
と
い
う
気
持
ち
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い

　

皆
さ
ん
は
剣
道

が
好
き
で
す
か
？

　

最
初
は
本
気
に

な
れ
な
く
て
も
い

い
と
思
い
ま
す



に
発
熱
者
専
用
の
救
護
室
を
中
道
場
棟
の

１
階
に
設
け
た
。

　

多
く
の
種
目
で
は
座
席
は
団
体
ご
と
の

指
定
席
と
し
、
食
事
は
禁
止
か
可
能
な
場

合
は
客
席
の
み
と
し
た
。

■
柔
道
と
剣
道
で
講
話
を
実
施

　

柔
道
と
剣
道
で
は
、
試
合
錬
成
の
代
わ

り
に
行
わ
れ
た
講
話
を
紹
介
す
る
。

【
柔
道
】

◉「
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
同
じ
場
所
に
立
つ
君
へ
」

池
田
ひ
と
み
講
師

（
全
柔
連
強
化
委
員
会
女
子
コ
ー
チ
）

う
、
投
げ
合
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
が
世

界
の
潮
流
で
す
。
そ
の
中
で
日
本
人
選
手

は
技
を
し
っ
か
り
か
け
る
こ
と
が
で
き

て
、
海
外
の
選
手
は
日
本
人
選
手
と
い
う

だ
け
で
一
目
置
い
て
く
れ
ま
す
。
君
た
ち

も
今
の
う
ち
に
し
っ
か
り
し
た
技
を
作
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
柔
道
は
日
本
発
祥
の
競
技
で
あ

り
、
現
在
、
世
界
で
は
200
以
上
の
国
と
地

域
に
広
が
り
ま
し
た
。
海
外
の
人
に
な
ぜ

柔
道
を
や
っ
て
い
る
の
と
聞
か
れ
た
時
、

し
っ
か
り
と
説
明
で
き
る
、
相
手
を
敬
い

正
し
い
柔
道
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
柔

道
家
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
１
年

前
、
こ
こ
日
本
武

道
館
で
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
柔
道

競
技
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
み
ん
な
が
立
っ
て
い
る
そ
の
畳

で
阿
部
一
二
三
・
詩
き
ょ
う
だ
い
や
大
野

将
平
選
手
が
戦
い
ま
し
た
。
１
年
後
の
今

日
、
君
た
ち
は
同
じ
場
所
で
柔
道
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
日
の
柔
道
で
は
、
組
み
合
い
ま
し
ょ

と
思
い
ま
す
。
次
に
、
負
け
た
く
な
い
と

い
う
気
持
ち
を
相
手
だ
け
で
な
く
自
分
自

身
に
対
し
て
も
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

を
「
克
己
心
」
と
い
い
ま
す
。
自
分
に
負

け
な
い
こ
と
が
強
く
な
る
一
番
の
秘ひ

訣け
つ

で

す
。

　

二
つ
目
は
相
手
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と

で
す
。
試
合
で
自
分
勝
手
に
打
っ
て
も
相

手
は
な
か
な
か
打
た
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

試
合
で
は
相
手
の
動
作
を
考
え
ま
す
。
そ

れ
が
、
い
ず
れ
は
相
手
を
思
い
や
る
こ
と

に
繋つ
な

が
り
ま
す
。
普
段
の
学
校
生
活
で
も

「
今
、
こ
う
言
っ
た
ら
相
手
は
ど
う
思
う

か
」
と
考
え
る
こ
と
で
相
手
を
思
い
や
る

こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
基
礎
・
基
本
で
す
。
小
学
生

の
う
ち
に
基
礎
・
基
本
を
し
っ
か
り
や
っ

て
く
だ
さ
い
。
今
実
感
す
る
の
は
、
基
本

を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
選
手
は
ど
こ
か

の
時
期
で
絶
対
強
く
な
り
ま
す
。
基
本
が

身
に
つ
い
て
い
れ
ば
、
ど
こ
か
で
花
が
咲

き
ま
す
。
私
も
今
で
も
基
本
を
大
切
に
し

て
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。

（
質
疑
応
答
）

Ｑ　

ど
う
や
っ
た
ら
強
く
な
り
ま
す
か
？

Ａ　

す
ぐ
に
強
く
な
る
と
い
う
魔
法
の
よ

う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
の
向
上

心
が
大
切
で
す
。

Ｑ　

な
ん
で
そ
ん
な
に
強
い
の
で
す
か
？

Ａ　

自
分
が
頑
張
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
時
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。
そ
れ
を
当
た
り

前
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
強

い
選
手
に
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
て
も
向
か
っ

て
い
く
こ
と
で
す
。

Ｑ　

ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
る
の
は
嫌
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
か
？

Ａ　

歯
が
立
た
な
く
と
も
、
何
と
か
頑
張

る
と
い
う
経
験
は
大
変
で
し
た
が
充
実

し
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
が

今
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

◇

　

今
回
の
剣
道
錬
成
大
会
の
感
想
を
網
代

忠
宏
全
日
本
剣
道
連
盟
会
長
に
聞
い
た
。

▼
網
代
忠
宏
・
全
日
本
剣
道
連
盟
会
長

「
錬
成
大
会
は
も
と
も
と
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

で
の
試
合
に
留と
ど

め
て
、
多
く
の
勝
者
を
選

出
す
る
伝
統
あ
る
大
会
で
す
。
３
密
を
防

ぐ
た
め
、
今
回
、
稽
古
を
中
心
に
行
っ
た

の
は
こ
れ
か
ら
の
少
年
剣
道
指
導
に
と
っ

て
良
い
兆
し
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
、
子
ど
も

た
ち
が
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
て
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
剣
道
を
通
じ
て
立
派
に
育
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
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令
和
４
年
度

全
日
本
少
年
少
女
武
道
錬
成
大
会
出
場
団
体
・
受
賞
一
覧

7月17日開催

気会、一蓮合気道会、多摩川合気道会、板橋区合気会、合
気道三心会、高円寺合気道クラブ
【神奈川県】合気道唯心館杉野道場、合気道幸徳会、合気
道青葉塾道場、春陽会、合気道野比道場、南林間カルチャ
ーセンター、鶴岡八幡宮研修道場合気道、藤沢合気道倶楽
部、合気道相模和道会、合気道高城道場合気道わんぱく道
場、綾瀬市・海老名市合気会、秦野武産合気会、合気道相
模誠心会田名道場、青葉台カルチャープラザ合気道教室、
葉山町合気会
【静岡県】啓翔会
【愛知県】小牧合気会
【大阪府】合気道正勝会、合気道大阪東武育会
【奈良県】奈良合気会、合気道西大和会、合気道三錬会

　
令
和
４
年
７
月
17
日
か
ら
８
月
７
日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た
っ
て

日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
令
和
４
年
度
全
日
本
少
年
少
女
武
道
錬

成
大
会
の
出
場
団
体
・
受
賞
一
覧
を
掲
載
し
ま
す
。

【柏合気会少年部】對馬結花
【合気道三心会】在間志帆・辰野斗紀・井山穹太・辰野八
重

【合気道幸徳会】齋藤正樹・須藤多実佳・須藤敬良・齋藤
清志

【合気道浦和尾又道場】伊藤三殊・稲毛ひなた・牧口博翔・
興津錬

【東松山合気道クラブ晴和会】𠮷野綺紗
【合気道桶川愛氣会】町田陽星

〈C班〉
【合気道本部道場少年部】髙江慶人・身崎裕都
【祖師谷合気会】近藤真央・岸本明瑳・北見章悟・渡邉小依・
山口杏

【春風合気道会】鶴間景太・新中悠介・三樹鼓太郎・北崎
さわ

【板橋区合気会】今泉彩佳・小林柊・阪口千夏・飯島志保
【調布合気道会】野澤環・飯岡瑛
【月窓寺道場】ハント彪吾・鈴木咲也子・松元咲樹・太田十斗・
石田あおば・永島迪・松元美樹

【千住合気会】張なつき・Xandyr Macdonald・平井千陽
【文京区合気会】小林美桜
【合氣道木下道場】堀越紗霧・小林周・小早志実花・中島桜・
森琥太郎

【鷹の台合氣道同友会】宮本希子・宮本芽衣
【一蓮合気道会】田口花・小澤エリナ
【合気道石田塾】齊藤衣胡・高野将悟
【東村山市合気道会】久我林瑚・林大耀・松村鈴唯
【合気道向日葵道場】中村奏介・荒谷しほり・香焼大翔・
諏訪桃子・梅林果穂・山本湊一郎

【合氣道土井道場】植田朔弥・奥村優太
【葛飾合気会】森田茉子・飯塚七海・北嶋真妃
【多摩川合気道会】武田啓汰・長崎蒼・佐藤遼一
【城東誠和会】佐藤芯一・佐藤崎美
【新小岩合気会】和田帆夏・川副公耶・津根水月
【日本武道館武道学園】山口聖丸・佐々木唯穂
【青葉台カルチャープラザ合気道教室】半田律都子
【西馬込合気道会】村瀬日奈音
【大森三中合気道会】山下晴政・菅野晴大
【大田区合気道会】尾﨑昴・足立果那美
【杉並合気会】佐原悠介・山口裕太・小宮温・岩下晃己・
鈴木捺希・細川夕陽・溝口ひより・岩下和生・三木悠立

【合気道「倫」】原島克寛・井上可蓮
【東大和市合気道会】小林潤季
【合気道れいめい会】山田怜奈・渡辺樟馬・寺田正央吏・
山田怜旺・野口大輝・二つ川智悠・中村弘京
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合気道

＜努力賞＞

【北海道】道央合氣道会
【青森県】青森道場
【岩手県】合気道奥州道場
【福島県】合気道須賀川道場
【茨城県】つくば牛久合気道友会、江戸崎合気会、取手市
合気道スポーツ少年団、ひたちなか市合気道少年団、岩間
合気道スポーツ少年団、東海合気道少年団

【埼玉県】合気道浦和尾又道場、大成合気道会、蕨合気道
会、無為会、ビタース合気道クラブ、合気道大宮道場、草
加合気道研究会、狭山市合気道教室、合氣道修練道場自然
館、志木合氣会、合氣道神明塾、合氣道明心会、入間幸武
館道場、新所沢合氣道同好会、合気道桶川愛氣会、東松山
合気道クラブ晴和会
【千葉県】千葉市立椿森中学校合氣道部、合氣道弘龍會明

心館道場、我孫子市合氣道スポーツ少年団、船橋合気会、
朋清会白井道場、流山合気会、合気道浦安道場、銚子合気
道会、合氣道松心館、柏合気会少年部、合氣道明心館スポ
ーツ少年団
【東京都】合氣道宇宙の会、武蔵中学校合気道部、文京区
合気会、荒川合気会、合気道石田塾、葛飾合気会、合氣道
土井道場、城東誠和会、新小岩合気会、合氣道木下道場、
合気道向日葵道場、大森三中合気道会、西馬込合気道会、
大田区合気道会、守清館、合気道れいめい会、祖師谷合気会、
朋清会、田園調布雙葉学園合気道部、合気道自由が丘道場、
中野区合気道会、月窓寺道場、合気道新川塾、春風合気道会、
仲池合氣道同好会、調布合気道会、東村山市合気道会、合
気道「倫」、東大和市合気道会、鷹の台合氣道同友会、日
本武道館武道学園、千住合気会、杉並合気会、おあしす合

〈A班〉
【合気道奥州道場】金田葉月・熊谷由麻
【ひたちなか市合気道少年団】坂本楓馬・雲井創也・安井
美絢・斉藤桃子・鶴田愛心

【東海合気道少年団】寺門和輝・原田凌・森川寛太・田中悠貴・
垣内結衣

【仲池合氣道同好会】近棟和樹・古村陽仁
【合気道新川塾】深澤日向・長澤梢ラウラ・石西篤人・松
永里衣世・兼松輝羽・石神隼人・清水琥太朗・竹下裕果・
藤原知弘・須藤蒼太

【道央合氣道会】中村鈴音・佐藤柚奈・村山優空・佐藤颯・
福士結実

【合気道大阪東武育会】馬場彩・馬場琉之介・三島歩真・
花房芽依・熊取谷斗羽・熊取谷心羽・堀はなみ・三島歩華

【合気道石芯塾】望月陸央・後藤巧
【岩間合気道スポーツ少年団】山下志喜・藤枝真央・高見
純平・長谷川奏人・中田咲良・高見果歩・長谷川カンナ

【ビタース合気道クラブ】林玖穏・越統護・菊地赳司
【合気道大宮道場】足立奈々美
【入間幸武館道場】和田蒼・平沢蓮
【青森道場】中村煌生・城戸宏心・齊籐花步・福浦夕璃・
鈴木結里菜・和田憲成

【小牧合気会】小川天音
【奈良合気会】宮崎碧葉・増山奏良・内野颯太・飛松隆寛・
内原瞭太

【合氣道修練道場自然館】黑澤修翔・川島侃
【草加合気道研究会】小山竣輔・高橋柚月・切敷陽臣・木
村拓翔・高橋慶悟・小山智陽・高橋柚乃・高田昇・阿部陸
斗・高橋勇翔

【流山合気道同好会】高橋新・宮本康平
【つくば牛久合気道友会】奥村幸弘
【合気道三錬会】梶村宗太郎・荒川拓海
【合気道須賀川道場】小林椿・髙久珠実
【笠間市体協合気道部笠間教室】肥高一護・袖山千晄
【船橋合気会】河村愛子
【日高市合気道同好会】中村夏粋
【江戸崎合気会】山岡由空・小松崎暖大・吉川朔・石津月美・
畑村望々華・山岡夢歩

【啓翔会】望月美花・鯨井湊介・市川蒼大・望月天翔
【取手市合気道スポーツ少年団】大平夢華・ハント丈二
【足利市民合気道クラブ】寺岡聖城
【無為会】新冬馬・新井柚絆・大塩律夏・荒井涼葉・西原花歩・
新井巧実

【流山合気会】近藤隆晴・板谷飛佑・眞﨑一将・前田凛乃・
比嘉凪咲・薗部椛恋・林田柊斗・比嘉恵莉咲・大田紘生・
忍足日鞠・比嘉瑛斗

【狭山市合気道教室】渋谷佳佑

〈B班〉
【千葉市立椿森中学校合氣道部】鶴岡葵・中山竜汰・山本
詩華・長谷川詩・秋元秀太・新井奈央人・今津悠太・田村
歩夢・井富滉太・岩渕光来・栗原渚・岩渕夢生

【合氣道弘龍會明心館道場】菅谷実知花・伊藤爽太・吉田要・
小林幸平・石川朝陽

【合氣道明心館スポーツ少年団】松前歩希
【我孫子市合氣道スポーツ少年団】池田樹世
【朋清会白井道場】白戸創一朗・薄田奏佑・小林優翔・ス
ミスジュリア茉莉・秋山煌貴・林美羽・髙松音寧・浜﨑達
也

【朋清会】関口凛太朗・三好紗英・佐藤馨太・瀬古結子
【鶴岡八幡宮研修道場合気道】猪飼菫・山梨蒼一郎・岩井
咲樹・永瀬紗羅・中村栞

【荒川合気会】清岡賢陽・阿部え羽・古賀凪祥・梶原ひな・
逸見皇王・星野慧斗・嘉納悠人・大野龍之介

【銚子合気道会】椎名眞捺巳
【志木合氣会】大村憲伸
【合気道春水道場】山﨑琥晴・田畝祥太郎
【合気道相模誠心会田名道場】渡邉可憐
【桜台合気道クラブ】鈴木健太
【春陽会】篠原寛庄
【新所沢合氣道同好会】室塚瑛嵐
【合氣道松心館】辻小粋・浅田澪・鈴木結愛・鈴木琉輝
【合氣道神明塾】吉田彩芽・奥村玲・佐々木裕妃
【合氣道明心会】平原瑠音斗
【合気道唯心館杉野道場】西村いちか・松本杏奈
【藤沢合気道倶楽部】山本恵多
【秦野武産合気会】和田颯馬・長塩幸希・石渡柚紀子・吉
川昌宏

【合気道野比道場】島野凰生・島野龍生
【葉山町合気会】三舟舞妃菜・関沢星音・田中善瑛・田中
聖人

【北総合気会山武道場】鈴木歌純・岡田祐樹
【合気道相模和道会】川渕綾世・林彩花
【合気道青葉塾道場】七里碧・宮原啓仁
【綾瀬市・海老名市合気会】浅沼八雲
【南林間カルチャーセンター】田崎美晶
【合気道正勝会】小松薙佳・平野遥香・小西柚音・奥山克斗・
浜田悠希・山野紗良・更屋幸村・川﨑貴翔・小西茉莉彩・
小松龍生

【合気道西大和会】中川実羽・菊本盟子・梶家明香里・田
仲こはる・河合和奏・中垣遥翔・髙田知里・田中璃音・中
川陽咲・中村颯太

＜出場団体＞



2122022．9　月刊「武道」

7月18日開催

優秀賞 優良賞 敢闘賞 技能優秀賞

加治木中学校Ａ
海城中学校Ａ

山鹿市立山鹿中学校Ａ
幸田町立北部中学校

清原中学校Ａ
松戸市立栗ケ沢中学校Ａ
豊田市立藤岡南中学校Ａ
大田原市立大田原中学校Ｂ

海城中学校Ａ
清原中学校Ａ

努力賞 予選通過チーム（12 射 6 中以上）　　12 チーム

優秀賞 優良賞 敢闘賞 技能優秀賞

末野原中学校Ａ
長野日本大学中学校Ａ

大平中学校Ｂ
富士松中学校Ａ

鹿児島市立松元中学校Ａ
志布志市立有明中学校Ａ
加治木中学校Ｂ
大田原市立黒羽中学校Ａ

長野日本大学中学校Ａ
富士松中学校Ａ

努力賞 予選通過チーム（12 射 6 中以上）　　8 チーム

男子の部

女子の部

弓　道
＜出場団体＞

【茨城県】清真学園中学校、坂東市立猿島中学校
【栃木県】北犬飼中学校、大平中学校、清原中学校、岩
舟中学校、芳賀中学校、大田原市立大田原中学校、矢
板市立矢板中学校、宇都宮市立鬼怒中学校、宇都宮市
立一条中学校、大田原市立黒羽中学校
【群馬県】共愛学園中学校、あずま弓道協会
【埼玉県】所沢市弓道スポーツ少年団、さいたま市立浦
和中学校、星野学園中学校弓道部、埼玉栄中学校
【千葉県】成田高校付属中学校、松戸市立第六中学校、
松戸市立栗ケ沢中学校、渋谷教育学園幕張中学校
【東京都】佼成学園中学校、駒沢学園女子中学校、吉祥
女子中学校、頌栄女子学院中学校、早稲田中学校、城
北学園、慶應義塾中等部、田園調布学園中等部、東京
都市大学等々力中学校弓道部、海城中学校、調布中学
校弓道部、明星学園中学校弓道部、桜修館中等教育学校、
立正大学付属立正中学校
【神奈川県】慶應義塾湘南藤沢中等部、鎌倉女子大学中
等部
【山梨県】石和町弓道スポーツ少年団、御坂町弓道スポ

ーツ少年団
【長野県】長野日本大学中学校
【岐阜県】加子母弓道スポーツ少年団、垂井町立不破中
学校
【静岡県】沼津市立沼津高等学校中等部
【愛知県】幸田町立北部中学校、富士松中学校、蒲郡中
学校、末野原中学校、豊川市立一宮中学校、蒲郡市立
中部中学校、作手中学校、豊川市立小坂井中学校、新
城市立東郷中学校、刈谷市立朝日中学校、豊田市立朝
日丘中学校、刈谷市立雁が音中学校、豊田市立藤岡南
中学校
【三重県】四日市メリノール学院中学校
【京都府】洛星中学校
【熊本県】山鹿市立鹿北中学校、小川中学校弓道部、熊
本市立鹿南中学校、山鹿市立山鹿中学校
【鹿児島県】帖佐中学校、重富中学校、加治木中学校、
鹿児島市立緑丘中学校弓道部、鹿児島市立松元中学校、
串木野中学校、志布志市立有明中学校

＜受賞団体＞

剣道剣道弓道弓道
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剣　道

7月23日開催

7月24日開催

＜出場団体＞

〈１部〉
【福島県】須賀川剣道連盟少年部、梅ヶ香剣道スポーツ
少年団、梅ヶ香剣友会
【茨城県】巧美会剣道教室、結城剣友会
【栃木県】練兵館、大田原少年剣道教室、黒磯剣道教室
スポーツ少年団
【埼玉県】朝霞市剣道連盟、川越三光剣友会、越谷剣道
クラブ、川口市南剣友会、北秋津剣友会、武蔵館、武
蔵館剣道部、和光市剣道連盟、藤久保剣道会、芝スポ
少年少女剣道クラブ、新狭山剣志会
【千葉県】雄武南剣友会、流山道場、流山市剣道連盟ひ
れがさき支部、市川市剣道連盟菅野支部、緑が丘剣友会、
雄武剣友会、光ヶ丘直心会、長狭剣友会、芝山剣道ク
ラブ、鬼高剣友会、鎌ヶ谷剣弘会
【東京都】二葉剣友会、練心館、富士見剣正会、田端剣
友会、練東剣友会、滝小剣友会、アジア少年剣士会、志
村少年剣友会、浮間武道錬成部、蔵脩館金王道場、中
村剣友会
【神奈川県】久里浜剣友会、港北少年剣道クラブ、霧が
丘剣友会、足柄錬心館、都筑茅ヶ崎剣友会、いずみ剣友
会、大和市渋谷剣友会、錬武館、之久会、信明館高科
剣道場、茅ケ崎剣心会、栗原剣友会、岡崎剣友会、大
正剣道同好会、相模原北署剣士会、斉信館剣友会、東
林間剣道部、齋藤道場剣友会
【山梨県】忍野剣心会、都留市剣道連盟
【長野県】長野少年剣道クラブ、岡谷市剣道協会、ちく
ま剣道育成会
【岐阜県】輪扇剣道少年団、共栄剣道少年団、濟命館道
場剣道教室
【静岡県】大井川剣道スポーツ少年団
【兵庫県】剣心会、聖武会
【奈良県】生駒剣友会

【和歌山県】貴志川剣道クラブ、建武館
【福岡県】森安修道館
【岡山県】昇龍館一福道場
【香川県】仏生山スポーツ少年団剣友会

〈２部〉
【山形県】六稜剣士会、松原剣道スポーツ少年団（酒田）
【福島県】一誠剣道クラブスポーツ少年団、会津中央少
年剣士会
【茨城県】取手中央剣道部、俊水舘道場
【栃木県】野木剣友会
【埼玉県】草加市花栗剣友会、志多見少年剣友会、安行
剣道クラブ、東大宮剣友会、豊岡修心館、春日部剣道
会
【千葉県】流山市剣道連盟江戸川台支部、千葉南武館
【東京都】足立綾瀬剣友会、福住剣友会、小平市剣道連
盟鈴木小剣道教室、三宿剣友会、三吾嬬剣友会、東京
錬武會、練馬剣友会、東松舘道場、丸山剣友会、武蔵
剣友会、国立剣道連盟、玉流剣道会、西東京市剣友会、
原町田剣友会、雄邦館、開進剣友会、高井戸警察署少
年剣道会、萌木剣道教室、若葉町剣道部、大泉剣児会、
調布中央剣道会、小金井市剣道連盟、調布市剣道連盟、
品川区剣道連盟品川平塚剣友会
【神奈川県】川崎御幸剣友会、二宮町スポーツ協会二宮
剣道部、橋本剣士会、愛川剣道教室、柿生剣友会、片倉
北辰館西木道場、川崎真道館道場、大和市若竹剣友会
【山梨県】嵐峰会、甲斐直心館
【長野県】五加育成会剣道クラブ
【岐阜県】北方町剣道スポーツ少年団、海津町剣道スポ
ーツ少年団、誠心剣友会
【愛知県】西野町剣修会
【兵庫県】宍粟剣道連盟少年部

〈１部〉
【福島県】鎌田剣道スポーツ少年団、勿来剣道スポーツ
少年団
【茨城県】結城尚武館
【栃木県】鹿沼市剣友会
【埼玉県】四誠館、解脱錬心館、戸塚剣道クラブ、北本
剣士会、鳩ヶ谷剣友会、草加中央剣友会、八潮市剣道
連盟、北浦和やどかり剣生会、桜南剣友会、白岡市剣
道連盟、忠誠舘錦道場、新郷剣道クラブ、高階剣志会、
立明館心剣道場、富士見剣友会、菖蒲剣道スポーツ少
年団、わらび剣友会、四誠館道場
【千葉県】浜町剣正会、野栄剣道スポーツ少年団、米本
剣友会、みつわ台剣友会、都剣友会、鬼倉道場、うす
い剣友会、市川市剣道連盟葛南道場、打瀬一心会、松
原剣友会、市川市剣道連盟葵剣友会
【東京都】忍岡剣道会、狛江少年剣道クラブ、剣心会、
新小岩剣友会、小宮剣道部、桜剣友会、建武会
【神奈川県】自彊館武道場、東本郷剣道同好会、東寺尾
剣友会、並木剣友会、腰越剣友会、相武台少年剣友会、
十日市場剣友会、鶴岡八幡宮研修道場、睦剣士会、正
栄館磯部道場、山王体育館剣道クラブ、大沼若松剣道会、
つきみ野剣友会、茅ヶ崎東海岸剣友会、剣桜会、大池
剣友会、睦心館、三田村道場
【富山県】小杉南剣道教室
【長野県】権堂少年剣友会、長野剣道スポーツ少年団、
東御少年剣道クラブ

【三重県】神風館道場
【静岡県】誠道会北部道場
【大阪府】三劔会
【兵庫県】宝塚剣道円心会
【和歌山県】宮原少年剣友会
【愛媛県】松山剣道会
【福岡県】春日光龍会、山口剣友会

〈２部〉
【福島県】石川武道館剣道少年部
【千葉県】小金原正剣会、錬心舘市原道場、高塚剣友会、
市川市剣道連盟八幡道場、村上剣友会
【埼玉県】高砂少年剣道会、南武剣誠会
【東京都】京橋スポーツ少年団、更正剣道会、蒲小剣道
教室、仲六少年剣友会、東大泉剣友会、清瀬市剣道連
盟、矢口剣志会、向島剣友会、城北剣志会、平井剣友会、
永山剣友会、練馬区剣道連盟、八武崎剣友会、けやき
剣友会、みちの子道場、大四道場、赤羽北武徳剣道塾、
向原剣友会、誠剣友会、柳水会
【神奈川県】上瀬谷剣友会、瀬谷第二支部、磯子警察署
少年剣道推進会、柏台剣友会、菅生剣友会、小田剣心
会
【岐阜県】羽島市剣道教室
【静岡県】武修館、青島剣道スポーツ少年団
【大阪府】樽井一究道場
【沖縄県】沖縄警察署スポーツ少年団
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空手道 7月30日開催

優秀賞 努力賞

禅空館　南麻布 A（東京都）
剛柔会正剛道場 A（静岡県）

日本空手道泊親会川崎 B
（神奈川県）

明桜塾
（千葉県）

日本空手道一颯会
（神奈川県）

総合武道松武会 A
（東京都）

目黒空手インターナショナル B
（東京都）

日本空手道泊親会川崎 A
（神奈川県）

日本空手道一空会マリン空手クラブ
（埼玉県）

総合武道松武会 B
（東京都）

優良賞

目黒空手インターナショナル A（東京都）
一期倶楽部 A（栃木県）

敢闘賞

令武館空手道場（東京都）
川口空手アカデミー（埼玉県）
晴桜塾 B（東京都）
尚心派糸東流拳心会（東京都）

優秀賞 努力賞

蒼鷹会空手道教室（東京都）
正武館空手道場（東京都）

清原空手道スポーツクラブ
（栃木県）

拳勝館鎌倉支部 A
（神奈川県）

安倍川空手道場
（静岡県）

明和塾
（群馬県）

英友会
（神奈川県）

（一社）日本空手道道場会勝志会
（埼玉県）

拳勝館六会支部 B
（神奈川県）

川口空手アカデミー B
（埼玉県）

優良賞

剛柔会正剛道場（静岡県）
一宮（千葉県）

敢闘賞

拳剛会千葉 A（千葉県）
明桜塾（千葉県）
晴桜塾（東京都）
日本空手道泊親会川崎（神奈川県）

優秀賞 努力賞

目黒空手インターナショナル A（東京都）
昭空会 B（東京都）

全日本空手道　志空会
（神奈川県）

拳勝館二子玉川支部 A
（東京都）

尚心派糸東流拳心会 A
（東京都）

清原空手道スポーツクラブ
（栃木県）

晴桜塾
（東京都）

川口空手アカデミー
（埼玉県）

拳勝館西湘支部
（神奈川県）

昇政塾
（千葉県）

優良賞

南冨士見松濤会（東京都）
尚心派糸東流拳心会 B（東京都）

敢闘賞

安倍川空手道場（静岡県）
日本空手道泊親会川崎（神奈川県）
茂原武道館（千葉県）
全日本空手道連盟糸東会千政館愛知支部天空会（愛知県）

優秀賞 努力賞

正武館空手道場 A（東京都）
明桜塾（千葉県） 剛柔流空手道錬心会

（埼玉県）
明桜塾

（千葉県）
茂原武道館 B
（千葉県）

全日本空手道正友会 B
（栃木県）

剛柔流空手道錬心会
（埼玉県）

清原空手道スポーツクラブ
（栃木県）

優良賞

蒼凜会（千葉県）
一宮（千葉県）

敢闘賞

日本空手道空和会柏崎支部 A（新潟県）
日本空手道海真館（神奈川県）
川本連（埼玉県）
一般社団法人日本空手道道場会・彩カラテキッズ（埼玉県）

小学１・２年生の部

小学５・６年生の部

小学３・４年生の部

中学校の部

＜出場団体＞

【青森県】NPO 法人野辺地空手道会
【宮城県】仙台教育空手、NPO 日本教育空手協会
【山形県】崇武館新庄支部
【茨城県】国際剛柔公道会茨城
【栃木県】糸東会報国塾、日本空手道濤進会明鏡館、清
原空手道スポーツクラブ、公道会野木、全日本空手道
正友会、一期倶楽部
【群馬県】了右館、明和塾
【埼玉県】白堊会光風空手、一般社団法人日本空手道々
場会原市場松濤会、川口空手アカデミー、道場会濤友館、
日本空手道一空会マリン空手クラブ、一般社団法人日
本空手道道場会・彩カラテキッズ、清空会、剛柔流空
手道錬心会、川本連、（一社）日本空手道道場会勝志会、
空手道紅雲会、白岡空手道

【千葉県】木更津聖嘉館、千葉桜空塾、茂原武道館、剛
柔流空手道勝山会、昇政塾、明桜塾、日本空手道濤良
館、一宮、蒼凜会、澤木道場、野田拳成会、千葉拳成会、
拳剛会千葉、八千代神武会
【東京都】日本空手道拳志会、全日本松涛館空手道拳心
会、晴桜塾、尚心派糸東流拳心会、昭空会、正武館空

手道場、空手道松道会、総合武道松武会、日本武道館
武道学園、空手道保谷塾、順道館、日本空手道森田塾
村山道場、謙交塾大和田道場、空手道拳心会石浜クラブ、
禅空館南麻布、仁勇館、剛柔流空手道佐南会、日本空
手道一心会、蒼鷹会空手道教室、國際松濤館空手道連
盟瑞穂支部、志魂、日本空手道北辰会、同志会、目黒空
手インターナショナル、令武館空手道場、昌武館空手
道クラブ、誠空館、拳勝館二子玉川支部、拳心会仙川
入間道場、心正会、南冨士見松濤会、松武会柄澤道場
【神奈川県】泊親会掌空館、拳勝館六会支部、日本空手
道海真館、日本空手道泊親会川崎、日本空手道拳勝館
横浜栄、全日本空手道志空会、英友会、継翔館、NPO
湘南、拳勝館鎌倉支部、聖心館葉山、拳勝館川崎支部、
拳勝館西湘支部、養真館、真永館、奥町道場、日本空
手道一颯会、日本空手道練心館村岡支部
【新潟県】日本空手道空和会柏崎支部
【静岡県】空志塾、剛柔会正剛道場、安倍川空手道場、
剛柔会吉田道場
【愛知県】全日本空手道連盟糸東会千政館愛知支部天空
会

＜受賞一覧＞
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柔　道 7月31日開催

＜出場団体＞

〈午前の部〉
【福島県】須賀川市石背柔道スポーツ少年団
【茨城県】総和柔道クラブ、力善柔道クラブ、舞鶴柔道
クラブ、阿見町柔道スポーツ少年団

【栃木県】野木町柔道クラブ、小山市少年柔道会
【埼玉県】会田道場、光武館笹田道場、五十嵐道場、柔
志館越谷クラブ、大宮立志塾、葵柔道クラブ
【千葉県】流山市柔道会、野田柔道会少年部、小出道場
【東京都】富道館天野道場、真成会、松前柔道塾、日本
武道館武道学園、国士舘少年柔道教室、研武館、第七
機動隊少年柔道部、調布市柔道連盟、勇武館髙宮道場、
杏文柔道クラブ氷川台教室、有明柔道クラブ
【神奈川県】上溝柔道教室、悠友館、小向クラブ
【静岡県】浜北柔道スポーツ少年団、袋井スポーツ協会
柔道部
【愛知県】羽田野道場

【三重県】石榑道場
【滋賀県】石山塾
【大阪府】明武館田邊道場
【兵庫県】土曜柔道会
【広島県】川口道場

〈午後の部〉
【茨城県】明野晴明館柔道会
【埼玉県】草加市柔道会、栄武館新井道場、川口市柔道
連盟クラブ
【千葉県】松戸市柔道修錬会
【東京都】東村山柔道クラブ、警視庁町田警察署少年柔
道部、多摩中央警察署少年柔道部
【神奈川県】柿生青少年柔道会
【石川県】犀川柔道教室

銃剣道 8月3日開催

団体試合錬成
学　年 優秀賞 優良賞 敢闘賞

小学 5・6年生 滋賀高島銃剣道少年団（滋賀） 福井県立武道館（福井） 鳥取県立武道館（鳥取） 紫波銃剣道クラブ（岩手）

中学生 元気道場（新潟） 北風北海道選抜（北海道）佐賀県選抜（佐賀） 名寄ピヤシリ銃剣道少年団（北海道）

＜受賞一覧＞

＜出場団体＞

【北海道】名奇ピヤシリ銃剣道スポーツ少年団、旭川銃
剣道短剣道同好会、千歳少年銃剣道クラブ、美幌銃剣
道少年団
【岩手県】紫波銃剣道クラブ
【宮城県】七ヶ浜銃剣道スポーツ少年団
【秋田県】秋田県銃剣道連盟
【福島県】福島市銃・短剣道スポーツ少年団
【茨城県】水戸クラブ
【栃木県】宇都宮銃剣道クラブ
【埼玉県】埼玉銃剣道クラブ
【千葉県】小林道場、松戸錬成館、船橋武道倶楽部
【東京都】東部支部
【神奈川県】横須賀桜道場、本間道場

【山梨県】博真館
【新潟県】元気道場
【福井県】福井県立武道館
【長野県】飯島銃剣道クラブ
【岐阜県】瑞穂総合クラブ
【滋賀県】九徳塾、滋賀高島銃剣道スポーツ少年団
【兵庫県】名倉銃剣道クラブ
【鳥取県】鳥取県立武道館
【岡山県】勝北銃剣道クラブ
【香川県】香川銃剣道ジュニアクラブ
【佐賀県】佐賀県選抜
【宮崎県】都城少年銃剣道クラブ

短剣道個人試合錬成
学　年 優秀賞 優良賞 敢闘賞

小学 4年生以下 鹿又結衣（船橋武道倶楽部） 谷伊織（名寄ピヤシリ少年団） 橋本翼（船橋武道倶楽部） 灘山龍ノ介（船橋武道倶楽部）

小学 5・6年生 岩舘感太郎（紫波銃剣道クラブ）鍋田煌（博真館） 足澤誉華（鳥取県立武道館） 前川惺（滋賀高島銃剣道スポーツ少年団）

中学生 谷武蔵（名寄ピヤシリ少年団） 須田優輝斗（秋田県銃剣道連盟）荻野遼太（瑞穂総合クラブ） 宮田淳生（千歳少年銃剣道クラブ）
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銃剣道個人試合錬成
学　年 優秀賞 優良賞 敢闘賞

小学 1・2年生 糸原心絆仼（鳥取県立武道館） 室井辰戓（船橋銃剣道俱楽部） 谷伊織（名寄ピヤシリ少年団） 木村光佑（元気道場）

小学 3・4年生 大桃明日花（元気道場） 灘山龍ノ介（船橋銃剣道俱楽部）長岡杜和（元気道場） 外尾悔悟（佐賀県選抜）

小学 5年生 前川惺（滋賀高島少年団） 鍋田煌（博真館） 田口椿（千歳少年銃剣道クラブ）城野優晴（滋賀高島少年団）

小学 6年生 外尾海青（佐賀県選抜） 井上蒼介（滋賀高島少年団） 大桃恭都（元気道場） 橋本拓実（福井県立武道館）

小学 5・6年生女子 根塚愛稟（美幌銃剣道少年団） 飯塚蘭（紫波銃剣道クラブ） 足澤誉華（鳥取県立武道館） 羽野ゆり（横須賀桜道場）

中学 1年生 岩渕将也（旭川銃剣道短剣道同好会）根塚光星（美幌銃剣道少年団） 青木悠晟（飯島銃剣道クラブ） 丸山智輝（元気道場）

中学 2年生 内藤大聡（勝北銃剣道クラブ） 藤谷匠吾（瑞穂総合クラブ） 税所蒼哉（名倉銃剣道クラブ） 大桃紘都（元気道場）

中学 3年生 谷武蔵（名寄ピヤシリ少年団） 滝沢柊士（元気道場） 徳丸竜晟（名倉銃剣道クラブ） 古家慶一（名倉銃剣道クラブ）

中学生女子 糸原心温（鳥取県立武道館） 藤本美尋（佐賀県選抜） 外尾愛海（佐賀県選抜） 北村心花（佐賀県選抜）

銃剣道 8月3日開催

＜受賞一覧＞

8月6日開催少林寺拳法
＜出場団体＞

〈午前の部〉
【宮城県】青葉道院拳友会、仙台西道院拳友会
【秋田県】秋田湯沢スポーツ少年団
【山形県】山形中部道院拳友会
【福島県】福島鮫川道院拳友会、いわき中央台スポーツ
少年団
【福井県】福井新田塚道院拳友会
【長野県】丸子スポーツ少年団、塩尻スポーツ少年団、
信州宮田生涯教育スポーツクラブ、長野南スポーツ少
年団
【静岡県】浜北東部道院拳友会、清水袖師道院拳友会、
富士南道院拳友会
【愛知県】名古屋なるこ道院拳友会、名古屋前之輪道院
拳友会
【岐阜県】可児御嵩スポーツ少年団
【滋賀県】近江日野スポーツ少年団
【京都府】伏見丹波橋スポーツ少年団
【大阪府】河内国分スポーツ少年団
【奈良県】王寺道院拳友会
【和歌山県】和歌山西庄スポーツ少年団
【岡山県】瀬戸町スポーツ少年団
【香川県】タドツスポーツ少年団
【愛媛県】新居浜瀬戸道院拳友会
【福岡県】春日市スポーツ少年団
【大分県】国東港スポーツ少年団
【熊本県】西原スポーツ少年団
【宮崎県】三股スポーツ少年団

〈午後の部〉
【茨城県】取手南道院拳友会、ひたちなか市松戸スポー
ツ少年団、守谷市スポーツ少年団、牛久市ひたち野ス
ポーツ少年団、ひたちなか市湊スポーツ少年団、取手
市スポーツ少年団、波崎スポーツ少年団
【群馬県】渋川道院拳友会、上州白根道院拳友会、前橋
橘道院拳友会、前橋中部道院拳友会
【埼玉県】埼玉中部道院拳友会、草加道院拳友会、朝霞

道院拳友会、埼玉三ケ島道院拳友会、埼玉和光道院拳友
会、入間藤沢道院拳友会、埼玉飯能道院拳友会、蕨市
スポーツ少年団、武蔵嵐山スポーツ少年団、埼玉武道館、
埼玉鶴瀬道院拳友会、東松山スポーツ少年団、埼玉神
川スポーツ少年団、浦和美園道院拳友会
【千葉県】我孫子道院拳友会、市原東道院拳友会、千葉
清見台道院拳友会、流山北道院拳友会、習志野台スポー
ツ少年団、千葉市海浜スポーツ少年団、市原南スポー
ツ少年団、市原市津スポーツ少年団、鎌ヶ谷初富スポ
ーツ少年団、袖ヶ浦長浦スポーツ少年団、千葉花見川
スポーツ少年団、流山市スポーツ少年団、船橋西部ス
ポーツ少年団、津田沼道院拳友会、千葉海匝道院拳友会、
千葉野田道院拳友会
【東京都】東京桜台道院拳友会、板橋桜川スポーツ少年
団、武蔵国分寺スポーツ少年団、日本武道館武道学園、
東京大泉西道院拳友会、東京辰巳道院拳友会、東京錦糸
道院拳友会、八王子富士森道院拳友会、東京蒲田道院拳
友会、南中野道院拳友会、八王子東道院拳友会、東京月
島道院拳友会、東京西品川道院拳友会、東京滝野川道院
拳友会、東京昭島道院拳友会、日野南平スポーツ少年団、
国立中スポーツ少年団、板橋加賀スポーツ少年団、新
宿大久保スポーツ少年団、八王子高尾スポーツ少年団、
こやのエンジョイくらぶ、富士見丘学園、加住小中学
校、武蔵村山市立第三中学校、慶應義塾、東京清瀬元
町道院拳友会、国立道院拳友会、東京久が原道院拳友会、
東京足立東和道院拳友会、光が丘スポーツ少年団、東
京石神井スポーツ少年団、八王子陵北スポーツ少年団
【神奈川県】横浜都筑道院拳友会、小田原道院拳友会、
川崎西道院拳友会、伊勢原道院拳友会、相模大野道院
拳友会、海老名東道院拳友会、川崎東道院拳友会、横
浜緑園道院拳友会、相模林間道院拳友会、横浜金沢文
庫スポーツ少年団、神奈川大和道院拳友会、川崎柿生
道院拳友会、県央海老名スポーツ少年団
【山梨県】郡内富士スポーツ少年団
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8月6日開催少林寺拳法

【午前の部】
◆組演武　中学生有段の部　
　河合隆太・徳田崇昊（愛知県・名古屋なるこ道院拳友会）、大

村航太郎・中村悠希（京都府・伏見丹波橋スポーツ少年団）、
古賀結奈・松川紗也（奈良県・王寺道院拳友会）、佐々木綾人・
乾咲也（愛媛県・新居浜瀬戸道院拳友会）

◆組演武　小学生１級の部　
　中村祥久・中村顕久、渡部陽・山内ひかり（宮城県・青葉道

院拳友会）、中沢瑠那・桑本彩未（長野県・塩尻スポーツ少年団）
◆組演武　小学生２級の部　
　三浦勘太郎・李夏陽（宮城県・仙台西道院拳友会）、出口真琴・

木村日祐（愛知県・名古屋なるこ道院拳友会）、古賀陽平・松
川祐汰（奈良県・王寺道院拳友会）

◆組演武　小学生３級の部　
　丸山佑奈・井上璃子（岡山県・瀬戸町スポーツ少年団）
◆組演武　小学生４級の部　
　山崎芽生・安藤陽香（愛知県・名古屋なるこ道院拳友会）、高

橋凜乃・乾愛咲（愛媛県・新居浜瀬戸道院拳友会）
◆組演武　小学生５級の部　
　相澤和花・千葉結井（宮城県・青葉道院拳友会）
◆単独演武　小３～１級　
　浅見佳李（秋田県・秋田湯沢スポーツ少年団）、森谷亮志（山

形県・山形中部道院拳友会）、杉本怜南、日置実来（福島県・
いわき中央台スポーツ少年団）、阪口仁貴（福井県・福井新田
塚道院拳友会）、岩﨑つむぎ（長野県・信州宮田生涯教育スポ
ーツクラブ）、森岡雅雪（岐阜県・可児御嵩スポーツ少年団）、
辻本花穂、大越晴斗（和歌山県・和歌山西庄スポーツ少年団）、
高橋乃愛、李美恵佳、羽鳥大雅（愛媛県・新居浜瀬戸道院拳
友会）、福田新（熊本県・西原スポーツ少年団）、矢部和翔、
中園将太朗、今田和史（大分県・国東港スポーツ少年団）、富
松勇真（宮崎県・三股スポーツ少年団）

◆単独演武　小４級　
　菊地はな（福島県・いわき中央台スポーツ少年団）、下所明日

香（静岡県・富士南道院拳友会）、新谷岳（長野県・信州宮田
生涯教育スポーツクラブ）、橋本浩司（和歌山県・和歌山西庄
スポーツ少年団）

◆単独演武　小６～５級　
　武田実生（宮城県・青葉道院拳友会）、神田凛理人（長野県・

塩尻スポーツ少年団）、新谷なな美（長野県・信州宮田生涯教
育スポーツクラブ）、杉山瑛亮（静岡県・富士南道院拳友会）、
鎌谷匠馬（京都府・伏見丹波橋スポーツ少年団）、荒川拓実（大
阪府・河内国分スポーツ少年団）、高橋神威（愛媛県・新居浜
瀬戸道院拳友会）

◆単独演武　小学生見習い～７級の部　
　高橋葵子（宮城県・仙台西道院拳友会）、佐藤万緒、平山京香、

佐藤研（宮城県・青葉道院拳友会）、菅野太志（福島県・いわ
き中央台スポーツ少年団）、原京志朗、所澤燈向、嶋田樹人（長
野県・信州宮田生涯教育スポーツクラブ）、室賀匠裕（長野県・
長野南スポーツ少年団）、杉山結珂（静岡県・富士南道院拳友
会）、田川明希（愛知県・名古屋前之輪道院拳友会）、嶋崎真広（滋
賀県・近江日野スポーツ少年団）

◆団体中学生の部　
　倉谷直希・後藤凜・井上理仁・魚住柊・能田航希・鎌谷来音（京

都府・伏見丹波橋スポーツ少年団）
◆団体小学生の部　
　大村晴次郎・能田将吾・吉田爽真・中西広夢・井上愛梨・鎌

谷桃羽・沖陽梨・後藤凪（京都府・伏見丹波橋スポーツ少年団）

【午後の部】
◆組演武　中学生有段の部　
　藤原亜季郁・松澤弘翔（埼玉県・草加道院拳友会）、神谷夏帆・

高橋汰生（千葉県・千葉市海浜スポーツ少年団）、佐藤蒼の・
松濱唯（千葉県・市原東道院拳友会）、岩田隼・田口蒼來（千
葉県・千葉清見台道院拳友会）、津根佑哉・時谷拓夢（千葉県・
市原南スポーツ少年団）、上笹貫雄介・荒井天斗虎（東京都・
東京清瀬元町道院拳友会）、海沼元寅・中村天音、宮田昊尚・
小澤凛太郎、海沼孟宗・大月將三（東京都・東京西品川道院
拳友会）、渡部実緒・谷津優、中村有吾・北原優（東京都・加
住小中学校）、杉本梓紗・古木日菜（神奈川県・伊勢原道院拳
友会）、岩本漱一郎・長谷川のぞみ（神奈川県・横浜金沢文庫
スポーツ少年団）、谷川満音・矢島佳苗（神奈川県・川崎柿生
道院拳友会）、鈴木星哉・髙橋琉唯（神奈川県・県央海老名ス
ポーツ少年団）

◆組演武　中学生段外の部　
　吉田あかり・小林桃子（群馬県・前橋中部道院拳友会）、安岡

瑞貴・鈴木優心、秋山巴絵・荒谷聖菜（埼玉県・入間藤沢道
院拳友会）、木村啓太郎・吉田圭祐（埼玉県・埼玉神川スポー
ツ少年団）、小菅耕太・最上瑠耶（千葉県・流山北道院拳友会）、
宮本寿幸・井上紘杜、牧野瑠依・古川直幸（東京都・東京足
立東和道院拳友会）、長谷川創・天田悠弥（東京都・国立中ス
ポーツ少年団）、山村柊斗・関優輝（東京都・加住小中学校）、
齋藤匠・田部井陽樹（東京都・東京西品川道院拳友会）

◆組演武　小学生有段の部　
　伊藤帆七海・菅原有紗（茨城県・取手南道院拳友会）、高岡藍

紀・辻啓志郎（千葉県・市原市津スポーツ少年団）、ブラウン海・
飯塚朝陽、渡部宝・金子凜々（神奈川県・川崎柿生道院拳友会）

◆組演武　小学生１級の部　
　酒井駿・清水陽翔（埼玉県・蕨市スポーツ少年団）、髙橋俊翼・

大橋広太郎、原心音・青木厳大（東京都・東京西品川道院拳
友会）、杉﨑佑悟・古木友菜（神奈川県・伊勢原道院拳友会）

◆組演武　小学生２級の部　
　中山凜々子・今泉芽久（群馬県・前橋橘道院拳友会）、青木千紘・

越川凰雅（埼玉県・埼玉和光道院拳友会）、吉田小純・松田瑛
美花（神奈川県・神奈川大和道院拳友会）、原田航希・加藤祐
苗（神奈川県・横浜都筑道院拳友会）、冨塚蓮・石川京平（神
奈川県・川崎東道院拳友会）、堀宇一朗・岩本かなえ（神奈川
県・横浜金沢文庫スポーツ少年団）

◆組演武　小学生３級の部　
　又木亮佑・佐藤快俐（千葉県・鎌ヶ谷初富スポーツ少年団）、

横山沙門・青木良磨（神奈川県・小田原道院拳友会）、近川理
一・亀山煌世（神奈川県・神奈川大和道院拳友会）

◆組演武　小学生４級の部　
　秋田一琉・大渕羽雲（埼玉県・埼玉飯能道院）、児玉理九・池

野銀太（東京都・南中野道院拳友会）、熱田亥玖・鈴木塔也（東
京都・東京足立東和道院拳友会）、杉﨑月乃・古木愛菜（神奈
川県・伊勢原道院拳友会）

◆組演武　小学生５級の部　
　桑原昇汰・原優翔（埼玉県・埼玉武道館）、保坂侑吾・大野木

獅道（埼玉県・埼玉鶴瀬道院拳友会）、狩野奈沙・三沢郁也（東
京都・東京蒲田道院拳友会）、上澤力翔・坂田凜（東京都・東
京足立東和道院拳友会）、水嶋大陽・中村志真（神奈川県・伊
勢原道院拳友会）、小保田創介・今井萌（神奈川県・川崎柿生
道院拳友会）

◆組演武　小学生６級の部　
　今泉澪・高澤譲（群馬県・前橋橘道院拳友会）、松江奏佑・森

田耀允（埼玉県・朝霞道院拳友会）、五十嵐凛太朗・岡﨑吉彦（埼
玉県・武蔵嵐山スポーツ少年団）、森創一朗・遠山哲（埼玉県・
埼玉武道館）、中山直也・齋藤漣太郎（埼玉県・埼玉神川スポ
ーツ少年団）、中村一吹・中村心羽（千葉県・千葉清見台道院
拳友会）、千野桜子・養父さくら（東京都・武蔵国分寺スポー
ツ少年団）、今村眞宙・田中茜（東京都・光が丘スポーツ少年
団）、瀬谷琳・瀬谷慶（神奈川県・小田原道院拳友会）

◆組演武　小学生見習い～７級の部　
　照井愛咲美・今井桜（埼玉県・埼玉中部道院拳友会）、狩野鈴

奈・鈴木優也（東京都・東京蒲田道院拳友会）、齋藤拓海・天
谷時丸（東京都・こやのエンジョイくらぶ）、中田惣介・笠原
貴久（東京都・東京清瀬元町道院拳友会）、吉田小紋・高橋慧
太（神奈川県・神奈川大和道院拳友会）

◆単独演武　小３～１級　
　中島悠葵（茨城県・守谷市スポーツ少年団）、花香東維、田沼

有志（茨城県・波崎スポーツ少年団）、小池柊一（群馬県・上
州白根道院拳友会）、和田悠翔、神谷修志（千葉県・千葉市海
浜スポーツ少年団）、田口大耀（千葉県・千葉清見台道院拳友
会）、熊谷温音（千葉県・習志野台スポーツ少年団）、土屋玖仁（千
葉県・千葉花見川スポーツ少年団）、深浦実千花（千葉県・津
田沼道院拳友会）、杉浦正典、神谷賢志（千葉県・千葉市海浜
スポーツ少年団）、貝田一翔（埼玉県・埼玉三ケ島道院拳友会）、
保坂圭吾（埼玉県・埼玉鶴瀬道院拳友会）、小平翔太（東京都・
東京桜台道院拳友会）、日高拓真（神奈川県・海老名東道院拳
友会）、湯淺妙香（神奈川県・横浜都筑道院拳友会）

◆単独演武　小４級　
　齋藤晟奈（千葉県・千葉清見台道院拳友会）、小菅陽菜（千葉県・

流山北道院拳友会）、山本楓（千葉県・千葉海匝道院拳友会）、
山口充輝（千葉県・我孫子道院拳友会）、山岸賢尚（千葉県・
鎌ヶ谷初富スポーツ少年団）、楊宇川、喩張熙（千葉県・千葉
市海浜スポーツ少年団）、小船蓮（千葉県・千葉野田道院拳友
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【青森県】弘前なぎなた教室、合浦なぎなた教室
【岩手県】やまびこなぎなたスポーツ少年団、みたけな
ぎなたスポーツ少年団、一戸町なぎなた協会、一戸町
立奥中山中学校、一戸町立一戸中学校
【宮城県】多賀城なぎなた連盟、榴岡なぎなた教室、レ
オクラブ
【山形県】山形市立第七クラブ、山形市立第四クラブ
【福島県】会津なぎなたスポーツ少年団、会津なぎなた
連盟
【茨城県】茨城県武道館なぎなた教室、つくばなぎなた
クラブ、常陸大宮市なぎなた連盟、アトリエ K
【栃木県】栃木市なぎなた連盟、宇都宮市なぎなた連盟
【群馬県】館林スポーツ少年団なぎなたクラブ、高崎市
なぎなた連盟
【埼玉県】上尾市遊友クラブ、川越なぎなたジュニアク
ラブ、埼玉栄中学校、さいたま市連盟、狭山ヶ丘中学
校
【千葉県】君津市なぎなた連盟、幕張なぎなたスポーツ
少年団、源なぎなたクラブ、富津市なぎなた連盟、茂
原市なぎなた連盟、我孫子市なぎなた連盟、習志野市
なぎなた連盟東部教室、行田東なぎなたクラブ、瑞穂
なぎなたスポーツ少年団、佐倉市なぎなた連盟、流山
市なぎなた連盟
【東京都】港区玉恵会、調布市なぎなたスポーツ少年団、
中野区なぎなた連盟、豊島区なぎなた連盟、大田区なぎ
なた連盟、八王子市なぎなたスポーツ少年団、多摩市

なぎなたスポーツ少年団、江東区なぎなた連盟、日本
武道館武道学園、北区なぎなた連盟、新宿区なぎなた
連盟、都立富士高等学校附属中学校、港区立港南中学校、
東京都立南多摩中等教育学校
【神奈川県】厚木市なぎなた協会、川崎市なぎなた連盟、
鎌倉市なぎなた連盟、神奈川大学附属中学校、横須賀
なぎなた協会、平塚なぎなた協会、保土ヶ谷なぎなた
クラブ
【新潟県】新潟県なぎなた連盟
【富山県】南砺市立福野中学校
【福井県】鯖江なぎなたクラブ、武陵館中嶋道場
【山梨県】甲斐市立玉幡中学校なぎなた部、富士吉田な
ぎなたクラブ
【長野県】坂城なぎなた部、松本市なぎなた田川スポー
ツ少年団、箕輪教室
【岐阜県】大垣市立星和中学校、大垣市なぎなた少年団、
大垣市立西部中学校、羽島市なぎなた協会、関市なぎ
なた協会、瑞穂市なぎなた協会
【静岡県】富士市なぎなた連盟
【愛知県】岡崎市なぎなたスポーツ少年団、弥富市なぎ
なたクラブ、西尾なぎなたスポーツ少年団、愛知県武
道館クラブ、弥富市なぎなた連盟、さくら弥富なぎな
たクラブ
【三重県】高田中学校、鈴鹿市なぎなた同好会、四日市
なぎなたクラブ、三重武道館クラブ、久居なぎなたク
ラブ

8月6日開催少林寺拳法
＜優秀賞＞（217ページから続く）

会）、髙野暖（埼玉県・草加道院拳友会）、矢野琳太郎、山田理矩、
竹中諒（東京都・東京滝野川道院拳友会）、坂本依蕗（東京都・
東京西品川道院拳友会）、山本陽介（東京都・南中野道院拳友
会）、日高さくら（東京都・東京月島道院拳友会）、土屋光史郎（東
京都・東京桜台道院拳友会）、齋藤岳（東京都・東京石神井ス
ポーツ少年団）、深海世義（東京都・東京久が原道院拳友会）、
竹蓋寛人（東京都・光が丘スポーツ少年団）、元木紗花、古木
空翔（神奈川県・相模林間道院拳友会）、太田遥、森瑞希（神
奈川県・慶應義塾）、藤井壮司（神奈川県・川崎西道院拳友会）、
太田煌希（神奈川県・相模大野道院拳友会）

◆単独演武　小６～５級　
　鈴木英依樹（茨城県・守谷市スポーツ少年団）、岡本牡丹（群

馬県・渋川道院拳友会）、根津健介（群馬県・上州白根道院拳
友会）、中山隼吾（群馬県・前橋橘道院拳友会）、原田灯（茨城県・
取手南道院拳友会）、吉橋由翔（埼玉県・入間藤沢道院拳友会）、
天田晃志郎（埼玉県・埼玉鶴瀬道院拳友会）、関謙心（埼玉県・
埼玉神川スポーツ少年団）、大木耀、小沢竜生、篠田龍（千葉
県・袖ヶ浦長浦スポーツ少年団）、永澤晃樟（千葉県・船橋西
部スポーツ少年団）、深浦琉生（千葉県・津田沼道院拳友会）、
山下優菜（東京都・東京大泉西道院拳友会）、熊谷凜（東京都・
東京辰巳道院拳友会）、上ノ郷谷岳治（東京都・東京錦糸道院
拳友会）、小島優衣（東京都・東京西品川道院拳友会）、吉村桧（東
京都・八王子高尾スポーツ少年団）、藤井主水（東京都・こや
のエンジョイくらぶ）、佐々木帆里（東京都・加住小中学校）、
井上蓮介（東京都・八王子陵北スポーツ少年団）、高田莉叶（神
奈川県・川崎西道院拳友会）、ブラウン仁亜（神奈川県・川崎
柿生道院拳友会）、野村栞（山梨県・郡内富士スポーツ少年団）

◆単独演武　小見習い～７級　
　田沼朝輝（茨城県・波崎スポーツ少年団）、吉冨世蓮（茨城県・

取手南道院拳友会）、大平櫂生、山根康誠（埼玉県・埼玉中部
道院拳友会）、林陽大（埼玉県・朝霞道院拳友会）、五十嵐朔

太朗（埼玉県・武蔵嵐山スポーツ少年団）、前田夏未（埼玉県・
埼玉武道館）、中阿地櫂（埼玉県・埼玉鶴瀬道院拳友会）、和
田勃宇（埼玉県・東松山スポーツ少年団）、粕淵あんり（千葉
県・我孫子道院拳友会）、寺田奏太（千葉県・千葉清見台道院
拳友会）、小菅耕四郎（千葉県・流山北道院拳友会）、喩張晗、
宮崎玲也、松里唯央、鎌形芽久（千葉県・千葉市海浜スポー
ツ少年団）、小沢幸輝、佐藤璃一（千葉県・袖ヶ浦長浦スポー
ツ少年団）、山岸叶和（千葉県・鎌ヶ谷初富スポーツ少年団）、
岡川恵士（千葉県・袖ヶ浦長浦スポーツ少年団）、小西尚仁（千
葉県・流山市スポーツ少年団）、田村総一郎（千葉県・千葉海
匝道院拳友会）、肥田健太郎、松山志斗（東京都・東京西品川
道院拳友会）、堀田瑛介（東京都・日本武道館武道学園）、山
下優心（東京都・東京大泉西道院拳友会）、日下遥馬（東京都・
東京辰巳道院拳友会）、大西諒、吉添仁（東京都・東京錦糸道
院拳友会）、今井柚希（東京都・八王子東道院拳友会）、佐藤
駿丞（東京都・東京月島道院拳友会）、長谷川恵彩（東京都・
国立中スポーツ少年団）、枩本菫、田近拓真（東京都・新宿大
久保スポーツ少年団）、黒澤優月（東京都・東京石神井スポー
ツ少年団）、古里心ノ葉（東京都・加住小中学校）、水嶋虹太（神
奈川県・伊勢原道院拳友会）、楠愛梨（神奈川県・川崎西道院
拳友会）、元木大介（神奈川県・相模林間道院拳友会）、樋口
亘（神奈川県・神奈川大和道院拳友会）、伊藤由人（神奈川県・
川崎東道院拳友会）

◆団体中学生の部　
　田中大峨・野田悠貴・小澤正裕・久米川伸一・室井公陽・植

松悠空（東京都・加住小中学校 A）、横田葵子・吉田舞衣・土
井和枝・市毛菜々美・西山はな・山村柚乃（東京都・加住小
中学校 B）

◆団体小学生の部　
　小山内拓海・小林七海・澄川貴一朗・三宅耕太郎・寺尾大輝・

小山内昊（千葉県・我孫子道院拳友会）
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演技競技の部

試合競技の部
学　年 優秀賞 優良賞 敢闘賞

小学 3年 本村心愛 下元依吹 亀井悠佳 木下二香
（いしだ丘なぎなたサークル） （さくら弥富なぎなたクラブ） （鎌倉市なぎなた連盟） （羽島市なぎなた協会）

小学 4年 竹谷綾 曽我部莉央菜 塘琉衣果 飯塚蒼空
（伊丹スポーツセンターなぎなた教室） （伊丹スポーツセンターなぎなた教室） （佐賀東ジュニアなぎなたクラブ） （斐川スポーツ少年団）

小学 5年 橋垣杏虹 北村陽菜 田原小桃 平田彩晶
（島根県なぎなた連盟） （島根県なぎなた連盟） （港区玉恵会） （養徳館）

小学 6年 大木ひかり 砂川末依 吉田理桜 本村真那
（いしだ丘なぎなたサークル） （西原なぎなたクラブ） （武陵館中嶋道場） （いしだ丘なぎなたサークル）

中学 1年 塘彩矢佳 堀田希 南舘ひより 宮脇笑理
（佐賀東ジュニアなぎなたクラブ） （弥富市なぎなたクラブ） （一戸町立一戸中学校） （彦根市なぎなた連盟）

中学 2年 駒井志穂梨 千田芽依 髙橋歩花 市橋真結
（清教学園中学校） （伊丹スポーツセンターなぎなた教室） （埼玉栄中学校） （清教学園中学校）

中学 3年 西内葵衣 森田彩稀 尾下菜々子 関笙乃
（清教学園中学校） （清教学園中学校） （清教学園中学校） （都立富士高等学校附属中学校）

小学男子 3・4年 七森大成 福林道博 樋川怜士 藤江健成
（新潟県なぎなた連盟） （中野区なぎなた連盟） （富士吉田なぎなたクラブ） （弥富市なぎなた連盟）

小学男子 5・6年 小堺鉄馬 上原桜雅 金城源大 小田達仁
（新潟県なぎなた連盟） （弘前なぎなた教室） （西原なぎなたクラブ） （鹿児島なぎなた同好会）

中学男子 齋藤侃駿 國府田駿 鈴木秀岳 杉山天心
（会津なぎなたスポーツ少年団）（やまびこなぎなたスポーツ少年団） （川崎市なぎなた連盟） （高崎市なぎなた連盟）

学　年 優秀賞 優良賞 敢闘賞

小学 1・2年 大浦航・鈴木尊照 佐藤紗彩・伊藤光咲 永野碧彩・兼信乃絵 宮崎芽々・毛受悠乃蒼
（幕張なぎなたスポーツ少年団） （弥富市なぎなた連盟） （港区玉恵会） （弥富市なぎなた連盟）

小学 3・4年 永柄美琴・五十嵐真央 窪田紗夕・中島朝栄 青木玲・加藤真莉奈 川島章嵩・佐藤陽美希
（榴岡なぎなた教室） （佐賀東ジュニアなぎなたクラブ） （港区玉恵会） （君津市なぎなた連盟）

小学 5・6年 A 與那千琉真・保科桃果 大谷明日香・田村美紗織 豐田結・豐田葵 今村英恵・熊澤紗彩
（奈良市なぎなた連盟） （宇都宮市なぎなた連盟） （瑞穂市なぎなた協会） （鎌倉市なぎなた連盟）

小学 5・6年 B 安住莉野・太田代和奏 安部梨花・清水璃音 渡辺咲月・柴田ももこ 萱野那ノ花・萱野佑椛
（榴岡なぎなた教室） （奈良市なぎなた連盟） （大垣市なぎなた少年団） （富津市なぎなた連盟）

中学A 三瓶友菜・長嶋凜 稲熊千愛・守本光里 南谷咲恵・木村早良 渡辺彩乃・山崎彩夏
（会津なぎなた連盟） （愛知県武道館クラブ） （高田中学校） （東京都立南多摩中等教育学校）

中学B 塚原彩・佐野橘華 笠井栞那・白倉鞠衣 飯塚もね・竹田菜南 山本結菜・寺西実紅
（会津なぎなた連盟） （甲斐市立玉幡中学校なぎなた部） （新潟県なぎなた連盟） （南砺市立福野中学校）

中学C 下元遥香・諸戸杏奈 立田紗依子・森田初音 森愛実・竹村優温 安部ひより・金城萌菜
（さくら弥富なぎなたクラブ） （南砺市立福野中学校） （会津なぎなた連盟） （会津なぎなた連盟）

中学D 菖蒲樹吏愛・大木千代 平野友泉乃・中山晶恵 大石京佳・北村里緒 関口愛理・高倉可蓮
（弥富市なぎなたクラブ） （江東区なぎなた連盟） （大垣市立星和中学校） （会津なぎなた連盟）

＜受賞一覧＞

＜出場団体＞（218ページから続く）

【滋賀県】彦根市なぎなた連盟
【京都府】木津川市なぎなたクラブ
【大阪府】清教学園中学校
【兵庫県】公益財団法人修武館、伊丹スポーツセンター
なぎなた教室
【奈良県】奈良市なぎなた連盟
【和歌山県】近畿大学附属新宮中学校

【島根県】島根県なぎなた連盟、斐川スポーツ少年団
【岡山県】養徳館
【香川県】琴平なぎなたスポーツ少年団
【佐賀県】佐賀東ジュニアなぎなたクラブ
【鹿児島県】鹿児島なぎなた同好会
【沖縄県】西原なぎなたクラブ、いしだ丘なぎなたサー
クル
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